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2018－2019年度
スローガン

国際会長（グドラン・イングバドター）テーマ・モットー
We Serve（われわれは奉仕する）

332複合地区 アクティビティスローガン
東北の次世代に 未来を拓く ライオンズの力

332‐D地区 ガバナーテーマ
奉仕の襷を未来に繋ぐ

332‐D地区 アクティビティスローガン
小さな力を集めて大きな奉仕

表紙の写真

越冬のため飛来している白鳥と磐梯山

福島県内でも猪苗代湖や阿武隈川・夏井川など、
白鳥に会える場所が各地にあります。
厳しい寒さの中で優雅に泳ぐ白鳥の姿は、美しい
冬の風物詩です。

ＰＲ・ＩＴライオンズ情報副委員長　Ｌ三瓶　嘉宣



http://lc332d.comライオン福島 検索 ⬅ LION FUKUSHIMA ●1

	 4（金）	 事務局年末年始休業

	 10（木）	 第7回内局員会議

	 	 第2回地区年次大会実行委員会

	 15（火）	 上半期会計監査監査　

	 	 次期ガバナー、副地区ガバナー立候補〆切り

	 21（月）	 第5回PR・ITライオンズ情報委員会

	 25（金）	 第3回名誉顧問会議

	 28（月）	 下期1R・2R・3R合同ZC勉強会

	 4（月）	 第8回内局員会議

	 5（火）	 ZC会議、ZC・コーディネーター合同会議

	 	 正副委員長会議

	 	 第3回キャビネット会議

	 13（水）	 下期4R・5R・6R合同ZC勉強会
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　新年明けましておめでとうございます。 
　会員各位の皆様におかれましては、輝かしい
新春をお迎えになられたこととお慶び申し上げ
ます。
　2018 年 7 月 4 日、ラスベガス国際大会にお
いて、D 地区初の国際理事 L 安澤莊一名誉顧問
の誕生と同時にガバナーとして就任し、半期が
過ぎました。その間、会員の皆様には、最大限
のご理解、ご協力、ご尽力を賜りましたこと、
この誌上にて衷心より感謝申し上げます。
　Ｚ C 合同勉強会に始まり、今年度の方針や
方向性を共有しガバナー公式訪問に臨みまし
た。8 月 21 日の 1R1Z を皮切りに、9 月 25 日
の 6R1Z に至るまで、各クラブ 3 役さんを中心
に忌憚のない情報交換、懇親を深め、沢山の（人）
財産を得ました。また、公式訪問の真っ只中に
委員長会議を開催し、各委員長とディスカッシ
ョンをし、各委員会との情報交換の重要性を再
認識でき、その後の公式訪問に大変役立ちまし

た。8 月 5 日の LCIF・GLT・GMT・GST・FWT
合同セミナーには、地区内のコーディネーター
に講師をお願いし、クラブ担当役員の参加のも
と、ご理解頂く事が少しは出来たと確信してお
ります。
　後期に入り、地区初の支部発足、キャンパス
クラブの新クラブ誕生などの報告も届いてお
ります。心から歓迎の意を表したく存じます。
100 キャンペーンへのご協力とクラブ内組織
のご理解、今期キャビネットにご尽力を切にお
願い申し上げます。
　結びに、会員各位のご健勝と各クラブの益々
のご発展を心からご祈念申し上げ、年頭の挨拶
と致します。
　出会いに感謝！

年頭のご挨拶

　　　　332-D地区ガバナー

　Ｌ 谷 岡 憲 行　
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２
０
１
８
年
11
月
15
日
か
ら
18
日
に

わ
た
り
、
中
国
海
南
省
海
口
市
で
『
第

57
回
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
地
区
か
ら
は
、
安
澤
国
際
理
事
と

私
の
２
人
の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
登
録
に
際
し
情
報
が
錯

綜
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
ラ
イ
オ
ン
が
数
多
く
い
た
事
が
最
大

の
要
因
で
す
。
全
日
本
レ
ベ
ル
で
も

２
５
９
名
の
登
録
に
と
ど
ま
り
、
こ
こ

数
年
に
比
べ
最
低
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
初
め
て
中
国
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
で
、
受
け
入
れ
体
制
側
の
準
備
等
々

の
問
題
が
書
面
か
ら
誤
解
、
曲
解
さ
れ

登
録
減
少
（
キ
ャ
ン
セ
ル
）
に
繋
が
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。今

年
度
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、『
奉
仕
・

共
有
・
進
歩
』
を
テ
ー
マ
に
、
沢
山
の

セ
ミ
ナ
ー
が
催
さ
れ
、
グ
ド
ラ
ン
国
際

会
長
の
『
ニ
ュ
ー
ボ
イ
ス
』
へ
の
並
々

な
ら
ぬ
決
意
を
拝
聴
し
、
時
代
に
即

し
、
多
方
向
に
わ
た
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
と

し
て
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
再
確
認

致
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が

心
一
つ
に
し
、
国
際
社
会
の
明
る
い
未

来
を
構
築
す
る
礎
と
な
る
の
が
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
的
で
し
ょ
う
。

安
澤
国
際
理
事
か
ら
は
、
所
属
の
委

員
会
で
も
あ
り
ま
す
ミ
ラ
ノ
国
際
大

会
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
や
選
挙
方
法

等
々
、
新
た
な
指
針
が
示
さ
れ
、
貴
重

な
発
表
で
し
た
。
夕
食
を
佐
藤
、
安
澤

国
際
理
事
と
共
に
交
え
、
Ｍ
Ｄ
議
長
、

Ｍ
Ｄ
ガ
バ
ナ
ー
で
情
報
交
換
が
出
来
た

事
も
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
可
能
な
限
り
の

セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
ま
し
た
が
、
女
性

会
員
の
出
席
者
か
ら
の
疑
問
、
質
問
、

主
張
の
多
さ
に
圧
倒
と
驚
き
を
覚
え
た

と
同
時
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
あ
る
べ
き

将
来
像
を
垣
間
見
た
思
い
で
も
あ
り
ま

し
た
。

来
年
度
は
広
島
県
で
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
Ａ
Ｌ

Ｌ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
で
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
団
結
力
、
Ｄ
地
区
の
団
結
力
を
見
せ

つ
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

Beyond the horizon!

地
区
ガ
バ
ナ
ー　

Ｌ
谷
岡
憲
行

第
₅₇
回
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
平
成
₃₀
年　
₁₁
月
₁₅
日
︵
木
︶
～
₁₈
日
︵
日
︶

■
中
国
海
南
省
海
口
市

▲オセアルフォーラム登録者数

▲MD議長・MDガバナー

▲オセアルフォーラム

▲MD議長
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■
平
成
₃₀
年　
₁₁
月
₂₂
日
︵
木
︶
₁₃
時
₃₀
分
～
₁₆
時
₃₀
分

■
カ
ル
チ
ェ
ド
シ
ャ
ン
・
ブ
リ
ア
ン

︽
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
︾

い
わ
き
市
「
カ
ル
チ
ェ
ド
シ
ャ

ン
・
ブ
リ
ア
ン
」
に
お
い
て
、
名
誉
顧

問
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
成
員
等
約
80
名

が
出
席
し
、
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
開
会
ゴ
ン
グ
、
物
故
ラ

イ
オ
ン
に
対
す
る
黙
祷
の
後
、
Ｌ
谷
岡

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、
各
ク
ラ
ブ
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
、
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
等
が

無
事
に
終
了
し
た
こ
と
に
対
す
る
御
礼

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
委
員
会

合
同
セ
ミ
ナ
ー
に
も
各
ク
ラ
ブ
の
協
力

の
も
と
、
多
数
の
各
担
当
員
の
参
加
を

頂
き
重
ね
て
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
の
各
ア
ワ
ー
ド
贈
呈
式

で
は
、
Ｌ
谷
岡
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、

２
０
１
７
―
２
０
１
８
年
度
国
際
会
長

感
謝
状
が
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
名
誉
顧

問
会
議
長
Ｌ
菅
野
文
吉
へ
、
各
種
ア

ワ
ー
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
幹
事
報
告
、
会
計
報
告
の

後
、
提
出
さ
れ
た
議
案
の
審
査
に
移
り

ま
し
た
。

提
出
議
案
は
、
２
０
１
７
年
〜

２
０
１
８
年
度
地
区
決
算
報
告
を
は
じ

め
全
12
議
案
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重

に
審
議
の
う
え
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
各
委
員
会
か
ら
こ
れ

ま
で
の
活
動
報
告
、
今
後
の
取
り
組
み

な
ど
の
報
告
の
あ
と
、
Ｌ
谷
岡
ガ
バ

ナ
ー
の
閉
会
宣
言
、
ゴ
ン
グ
で
終
了
し

ま
し
た
。

こ
の
他
、
懇
親
会
ま
で
の
間
に
、
日

本
赤
十
字
社
福
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
所
長
で
も
あ
る
Ｌ
峰
岸
正
好
よ

り
、『
献
血
で
支
え
る
尊
い「
い
の
ち
」』

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、「
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
４
０
０
㎖
献
血
協
力
カ
ー

ド
」
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
お
願
い

が
あ
り
ま
し
た
。

︽
贈
呈
︾

１
．
２
０
１
７
―
２
０
１
８
年
度

　

国
際
会
長
感
謝
状

　

Ｌ
菅
野
文
吉（
川
俣
Ｌ
Ｃ
）

２
．
プ
レ
ミ
ア
１
０
０
周
年
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

　

小
野
町
Ｌ
Ｃ　

郡
山
開
成
Ｌ
Ｃ

※
創
立
１
０
０
周
年
祭
が
開
催
さ
れ

る
会
計
年
度
の
内
の
１
会
計
年
度

に
少
な
く
と
も
３
人
の
新
会
員
を

入
会
さ
せ
た
ク
ラ
ブ
に
授
与
さ
れ

る
（
新
会
員
は
２
年
と
１
日
正
会

員
と
し
て
在
籍
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
）

３
．
１
０
０
周
年
記
念
会
員
増
強
賞

　
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）

　

川
俣
Ｌ
Ｃ
他
32
ク
ラ
ブ
、
58
名

※
新
会
員
或
い
は
新
ク
ラ
ブ
が
３
年

と
１
日
、
グ
ッ
ド
・
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
存
続
す
る
と
授
与
さ
れ
る

４
．
１
０
０
周
年
記
念
会
員
増
強
賞

　
（
ゴ
ー
ル
ド
）

　

郡
山
Ｌ
Ｃ
他
31
ク
ラ
ブ
、
45
名

※
新
会
員
或
い
は
新
ク
ラ
ブ
が
２
年

と
１
日
、
グ
ッ
ド
・
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
存
続
す
る
と
ア
ワ
ー
ド
が

授
与
さ
れ
る

５
．
１
０
０
周
年
記
念
会
員
増
強
賞

　
（
シ
ル
バ
ー
）

　

会
津
若
松
Ｌ
Ｃ
他
18
ク
ラ
ブ
、26
名

※
新
会
員
或
い
は
新
ク
ラ
ブ
が
１
年

と
１
日
、
グ
ッ
ド
・
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
存
続
す
る
と
ア
ワ
ー
ド
が

授
与
さ
れ
る

６
．
Ｍ
Ｊ
Ｆ
献
金
ア
ワ
ー
ド

　

Ｌ
安
澤
莊
一
（
今
期
３
口
目
、
白

河
小
峰
Ｌ
Ｃ
）
他
２
名

※
10
月
31
日
現
在
で
ガ
バ
ナ
ー
公
式

訪
問
以
降
に
献
金
し
た
方

７
．
終
身
会
員
補
助

　

福
島
西
Ｌ
Ｃ
２
名
他
15
名

８
． 

地
区
ガ
バ
ナ
ー
ス
ポ
ン
サ
ー
ア

ワ
ー
ド

　

Ｌ
賀
澤
信
行
（
い
わ
き
東
Ｌ
Ｃ
）

　

他
67
名

第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

▲会議風景 ▲第１副地区ガバナー
Ｌ岸　秀年

▲キャビネット幹事報告
Ｌ滝澤利一

▲各賞贈呈

▲第２副地区ガバナー
Ｌ真田倭夫

▲第２回キャビネットガバナーＬ谷岡憲行挨拶

▲キャビネット会計報告
Ｌ村上征位起
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第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

■
平
成
₃₀
年　
₁₁
月
₂₂
日
︵
木
︶
₁₃
時
₃₀
分
～
₁₆
時
₃₀
分

■
カ
ル
チ
ェ
ド
シ
ャ
ン
・
ブ
リ
ア
ン

︽
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
報
告
︾

１
．
第
１
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
決
議
事
項

要
約

２
．
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
現
況

⑴
国
際
及
び
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

現
況

⑵
３
３
２
―
Ｄ
地
区
の
現
況

３
．
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
実
施
状
況

４
．
第
１
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
開
催
状

況

５
．
ラ
イ
オ
ン
ズ
年
次
大
会
開
催
日
及
び
開

催
場
所

６
．
Ｍ
Ｊ
Ｆ
献
金
者
名
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
献
金
ク

ラ
ブ
名

７
．
３
３
２
―
Ｄ
地
区
年
間
行
事
予
定
表

８
．
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
内
備
品
明
細

９
．
Ｙ
Ｃ
Ｅ
報
告

10
．
福
島
県
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
協
賛
金
の
贈
呈
に
つ
い
て

11
．
公
益
財
団
法
人
福
島
県
臓
器
移
植
推
進

団
体
へ
の
寄
付
の
贈
呈
に
つ
い
て

︽
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
報
告
︾

１
．３
３
２
―
Ｄ
地
区
諸
会
費
現
況
報
告（
上

半
期
）

２
．
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
支
援
金
報
告

３
．
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
支
援

報
告

︽
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
審
議
議
案
︾

【
議
案
１
】

２
０
１
７
年
〜
２
０
１
８
年
度　

地
区
決

算
報
告
に
つ
い
て

【
議
案
２
】

指
名
選
挙
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

【
議
案
３
】

２
０
１
９
年
〜
２
０
２
０
年
度
地
区
ガ
バ

ナ
ー
・
エ
レ
ク
ト
選
出
手
続
き
に
つ
い
て

【
議
案
４
】

２
０
１
９
年
〜
２
０
２
０
年
度　

地
区
ガ

バ
ナ
ー
選
出
に
つ
い
て

【
議
案
５
】

２
０
１
９
年
〜
２
０
２
０
年
度　

第
１
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
選
出
手
続
き
及
び
選
出
に

つ
い
て

【
議
案
６
】

２
０
１
９
年
〜
２
０
２
０
年
度　

第
２
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
選
出
手
続
き
及
び
選
出
に

つ
い
て

【
議
案
７
】

３
３
２
―
Ｄ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
有
資
格
者
名

簿
（
２
０
１
８
〜
２
０
１
９
）
／
立
候
補

届
出
書

【
議
案
８
】

第
３
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
開
催
地
に
つ

い
て
（
案
）

【
議
案
９
】

２
０
１
９
年
〜
２
０
２
０
年
度
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
締
切
日
の
決
定

に
つ
い
て
（
案
）

【
議
案
10
】

３
３
２
―
Ｄ
地
区
第
65
回
年
次
大
会
に
つ

い
て
（
案
）

【
議
案
11
】

第
65
回
地
区
年
次
大
会
予
算
書
（
案
）

【
議
案
12
】

３
３
２
―
Ｄ
地
区
第
65
回
年
次
大
会
組
織

表
（
案
）

︽
正
副
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
Ｚ
Ｃ
合
同
会

議
／
正
副
委
員
長
合
同
会
議
︾

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
に
先
立
ち
、
正
副

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
Ｚ
Ｃ
合
同
会
議
／
正

副
委
員
長
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
谷
岡
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
「
冒
頭
、
皆
様
を

は
じ
め
地
区
の
各
会
員
の
皆
様
の
日
頃
か
ら

の
ご
協
力
に
よ
り
ク
ラ
ブ
運
営
が
出
来
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
本
日
の
会
議
で

は
、
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
に
提
出
さ

れ
る
議
案
の
説
明
と
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
１
０
０
ド
ル

献
金
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
第
65
回
年
次
大
会
の
概
要
も
お
諮
り

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
の
で
今
後
と
も

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。」と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
よ
り
提
出
議
案
の
説
明

が
あ
り
、各
Ｚ
Ｃ
、各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

各
委
員
長
か
ら
は
活
動
報
告
、
今
後
の
予
定

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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12
月
２
日（
日
）、
宮
城
県
仙
台
市

Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
５
に
て
第
２
回
複
合
地

区
Ｙ
Ｃ
Ｅ
委
員
会
、
そ
の
項
の
中
で

派
遣
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
Ｄ
地
区
派
遣
生
２
名
が
出
席

し
、
行
程
や
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い

て
受
講
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

来
期
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
夏
期
派

遣
生
に
つ
い
て
の
協
議
が
す
で
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

12
月
７
日（
金
）、
マ
レ
ー
シ
ア
か

ら
、
シ
ー
ア
・
ウ
ェ
イ
ア
ー
ン
君

（
16
歳
）
が
来
日
。
28
日
ま
で
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
世
話
に
な
り
、

日
本
文
化
を
学
び
体
験
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

11
月
29
日
（
木
）、
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
に
て
、
第
３
回
Ｙ
Ｃ
Ｅ
委

員
会
を
行
い
ま
し
た
。

夏
期
派
遣
生
並
び
に
複
合
地
区
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
報
告
に
つ
い
て
、
冬
期
派
遣

生
・
来
日
生
に
つ
い
て
等
６
項
目
に
つ
い

て
協
議
致
し
ま
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
夏
期
派
遣
生
帰
国
報

告
会
並
び
に
冬
期
派
遣
生
・
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
激
励
交
流
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
夏
期
コ
ロ
ラ
ド
派
遣
生
の
坂
井
優
花

さ
ん
の
帰
国
報
告
。
冬
期
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
派
遣
生
の
別
府
乃
愛
さ
ん
、
マ
レ
ー

シ
ア
派
遣
生
の
佐
藤
花
音
さ
ん
が
自
己
紹

介
、
派
遣
に
向
け
て
の
抱
負
を
述
べ
、
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
激
励
の
こ
と
ば
と
目
録
を
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
冬
期
マ
レ
ー
シ

ア
来
日
生
を
受
け
入
れ
て
頂
く
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
Ｌ
吉
田
昭
（
小
野
町
Ｌ

Ｃ
）、
Ｌ
別
府
一
男
（
郡
山
東
Ｌ
Ｃ
）
に

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
感
謝
の
こ
と
ば
と
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
Ｙ
Ｃ
Ｅ
委
員
会
・
夏
期
派
遣
生
帰
国
報
告
会
並
び
に

冬
期
派
遣
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
激
励
交
流
会

■
平
成
₃₀
年　
₁₁
月
₂₉
日
︵
木
︶

■
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス

▲冬期派遣生佐藤花音さん▲冬期派遣生別府乃愛さん

▲派遣生目録贈呈

▲YCE夏期派遣生帰国報告会並びに冬期派遣生・ホストファミリー激励交流会

▲夏期派遣生坂井優花さん

▲ホストファミリー
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第
1
回
・
第
2
回
地
区
年
次
大
会
実
行
委
員
会

■
平
成
₃₀
年　
₁₂
月
４
日
︵
火
︶
₁₃
時
～

■
平
成
₃₁
年　
１
月
₁₀
日
︵
木
︶
₁₃
時
～

■
カ
ル
チ
ェ
ド
シ
ャ
ン
・
ブ
リ
ア
ン

▲地区ガバナー挨拶Ｌ谷岡憲行

▲役員会風景

第
65
回
地
区
年
次
大
会
の
第
１
回
実

行
委
員
会
が
去
る
12
月
４
日
（
火
）
13

時
よ
り
、
Ｌ
谷
岡
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
Ｌ

蛭
田
大
会
委
員
長
（
い
わ
き
勿
来
Ｌ

Ｃ
）
を
は
じ
め
、
各
役
員
24
名
が
出
席

し
て
い
わ
き
市
の
カ
ル
チ
ェ
ド
シ
ャ

ン
・
ブ
リ
ア
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
の
役
員
会
で
あ
り
、
Ｌ
谷
岡

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
「
来
年
５
月
の
開
催
と

な
る
が
、
今
か
ら
準
備
を
進
め
な
い
と

間
に
合
わ
な
い
。
心
を
一
つ
に
し
て
是

非
、
成
功
さ
せ
た
い
の
で
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
Ｌ
蛭
田
大
会
委
員
長
か
ら
も
「
次

回
か
ら
は
６
Ｒ
の
各
ク
ラ
ブ
会
長
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
当
日
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う

が
、
全
員
の
力
を
結
集
し
て
何
と
し
て

も
成
功
さ
せ
た
い
。」
と
の
力
強
い
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
L
蛭
田
大
会
委
員
長
を

議
長
に
協
議
を
行
い
（
１
）大
会
日
程

（
２
）大
会
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
３
）大

会
組
織
表
、
役
割
分
担
表
（
４
）予
算

案
等
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
次
回

実
行
委
員
会
の
日
程
を
決
め
終
了
し
ま

し
た
。

第
65
回
地
区
年
次
大
会
の
第
２
回
実

行
委
員
会
は
新
年
１
月
10
日
（
木
）
13

時
よ
り
、
Ｌ
谷
岡
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
Ｌ

蛭
田
大
会
委
員
長
、
６
Ｒ
の
各
ク
ラ
ブ

会
長
を
含
め
て
28
名
が
出
席
し
て
い
わ

き
市
の
カ
ル
チ
ェ
ド
シ
ャ
ン
・
ブ
リ

ア
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
谷
岡
ガ
バ
ナ
ー
、
Ｌ
蛭
田
大
会
委

員
長
の
挨
拶
の
後
、
早
速
協
議
に
入

り
、（
１
）大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
２
）

大
会
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
３
）大
会
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
４
）各
部
会
担
当
内
容

（
５
）各
部
会
予
算
（
６
）年
次
大
会
招

待
者
（
７
）記
念
ゴ
ル
フ
大
会
案
内
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
「
カ
ジ
キ
マ

グ
ロ
」
の
石
像
を
設
置
す
る
こ
と
で
決

定
さ
れ
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
早
急

に
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
は
各
部

会
の
責
任
者
に
就
い
て
い
た
だ
き
、
部

会
ご
と
に
打
合
せ
を
行
い
な
が
ら
当
日

の
準
備
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

次
回
の
役
員
会
の
開
催
日
は
、
３
月

７
日
（
木
）
13
時
か
ら
と
し
、
会
場
も

同
じ
く
す
る
こ
と
で
決
定
し
終
了
し
ま

し
た
。
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■
平
成
₃₀
年　
₁₁
月
₁₀
日
︵
土
︶　
₁₅
時
～
₁₈
時

■
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
丸
美

11
月
10
日
（
土
）
船
引
町
の
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ザ
丸
美
に
お
い
て
、
田
村
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
45
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、
会
員
ら
が
奉
仕
活
動
の
伸
展

を
誓
い
ま
し
た
。

第
３
Ｒ
を
始
め
、
岡
山
操
山
Ｌ
Ｃ
な

ど
、
関
係
者
約
１
７
０
名
が
出
席
し
大
会

実
行
委
員
長
：
Ｌ
鈴
木
直
綱
が
歓
迎
の
こ

と
ば
、大
会
会
長
：
Ｌ
長
谷
川
元
行
は
「
今

後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
奉
仕
活
動
を
し
て

行
く
」
と
式
辞
を
の
べ
、
Ｌ
安
澤
莊
一
国

際
理
事･
Ｌ
谷
岡
憲
行
地
区
ガ
バ
ナ
ー･

田
村
市
長
本
田
仁
一
様･

ス
ポ
ン
サ
ー
ク

ラ
ブ
：
郡
山
Ｌ
Ｃ
会
長
Ｌ
相
楽
正
史
ら
に

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
田
村
市･
た
む
ら
支
援
学
校･

田
村
福
祉
会
様
よ
り
感
謝
状
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。

記
念
事
業
は
、
１
．
田
村
市
へ
岡
山
操

山
Ｌ
Ｃ
50
周
年
記
念
事
業
合
同
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
「
陽
の
詩
」
寄
贈
（
吉
野
ヨ
シ
子

作
）。
１
．
田
村
市
陸
上
競
技
場
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
へ
〝
や
ま
ぼ
う
し
〞

４
本
植
樹
。
１
．
福
島
県
立
た
む
ら
支
援

学
校
へ
金
一
封
寄
贈
。
１
．
社
会
福
祉
法

人
田
村
福
祉
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

こ
ぶ
し
荘
へ
移
動
式
昇
降
テ
ー
ブ
ル
寄

贈
。
と
大
会
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
委
員
長
Ｌ

渡
辺
宜
則
が
発
表
し
ま
し
た
。

「
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
優

秀
賞
の
贈
呈
式
で
は
、
田
村
警
察
署
長
遠

藤
孝
様
か
ら
、
受
賞
者
の
子
供
達
へ
。

「
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
ク

ラ
ブ
選
考
会
」
の
会
長
賞･

市
長
賞･

教

育
長
賞
の
贈
呈
式
も
行
わ
れ
、
各
賞
を
子

供
達
へ
贈
呈
し
、
45
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ

ー
へ
今
ま
で
の
功
績
を
讃
え
表
彰
し
ま
し

た
。Ｇ

Ｍ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
Ｌ
門
馬

弘･

Ｇ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
Ｌ
車
田

信
彦･

Ｆ
Ｗ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
Ｌ
花

道
寛
子･

第
３
Ｒ･

第
１
Ｚ･

Ｚ
Ｃ
Ｌ
飛

田
喜
男･

第
３
Ｒ･

第
２
Ｚ･

Ｚ
Ｃ
Ｌ

佐
々
木
光
幸
ら
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ロ
ー
ア
で

式
典
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

祝
宴
は
、
船
引
中
学
校
吹
奏
学
部
の
演

奏
で
始
ま
り
、
第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ

岸
秀
年･

複
合
地
区
ア
ラ
ー
ト
委
員
長
Ｌ

二
瓶
克
雄･

名
誉
顧
問
Ｌ
伊
藤
弥
栄
の
ご

発
声
で
乾
杯
！

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
津
田
流

津
軽
三
味
線
仁
史
会
の
演
奏
が
行
わ
れ
、

ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
抽
選
会
で
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
大
会
実
行
委
員
長
賞
の
40
イ

ン
チ
４
Ｋ
の
Ｔ
Ｖ
を
当
て
た
会
員
は
、
と

て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

名
残
惜
し
み
な
が
ら
の
ま
た
会
う
日
ま

で
。
第
２
副
会
長
Ｌ
箱
﨑
伸
平
の
閉
宴
の

挨
拶
で
、
無
事
に
田
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
45
周
年
記
念
式
典
は
大
盛
会
の
う
ち
に

閉
会
し
ま
し
た
。大

会
幹
事　

Ｌ
箱
﨑
哲
司

▲45チャーターメンバーへ

▲実行委員長鈴木直綱 ▲岡山操山LC

▲船引中学校吹奏楽部

▲ガバナーＬ谷岡憲行

▲集合

▲会長Ｌ長谷川元行

▲乾杯▲平和ポスター受賞者

田
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
₄₅
周
年
記
念
式
典

第
3
Ｒ　
第
1
Ｚ
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■
平
成
₃₀
年　
₁₁
月
₁₁
日
︵
日
︶

　
　
₁₄
時
₃₀
分
～
₁₈
時

■
東
京
第
一
ホ
テ
ル
新
白
河

▲会員清掃後の集合写真

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
１
９
７
４
年
４
月

18
日
に
結
成
さ
れ
、
２
０
１
８
年
11
月
11
日

に
結
成
45
周
年
記
念
式
典
を
、
東
京
第
一
ホ

テ
ル
新
白
河
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
一
般
来

賓
に
は
、白
河
市
長
、鈴
木
和
夫
氏
（
代
理
・

圓
谷
副
市
長
）、
西
郷
村
長
・
髙
橋
廣
志
氏

（
代
理
・
東
宮
副
村
長
）、
福
島
県
議
会
議

員
・
満
山
喜
一
氏
、
渡
辺
義
信
氏
、
宮
川
政

夫
氏
・
衆
議
院
議
員
、
上
杉
謙
太
郎
氏
、
菅

家
一
郎
氏
、
小
熊
慎
司
氏
、
玄
葉
光
一
郎
氏

等
、
多
数
の
ご
来
賓
と
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
谷

岡
憲
行
、
国
際
理
事
Ｌ
安
澤
莊
一
、
は
じ
め

と
す
る
多
数
の
名
誉
顧
問
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
来

賓
迎
え
、
参
加
人
数
１
６
７
名
に
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
事
業
と
し
て
、
西

郷
村
へ
は
、
新
幹
線
高
原
口
へ
Ｐ
Ｒ
看
板
３

面
、
白
河
市
へ
は
、
小
峰
城
三
重
櫓
前
公
園

へ
ベ
ン
チ
２
基
寄
贈
し
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン

ズ
関
係
者
祝
辞
に
は
、
今
期
か
ら
国
際
理
事

に
我
ク
ラ
ブ
か
ら
、
就
任
し
た
Ｌ
安
澤
莊
一

の
世
界
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
関
す
る
お
話
を
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
式
典
と
な
り
ま
し

た
。
祝
宴
に
は
、
凛
然w

ith
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
バ

ン
ド
の
、
歌
と
演
奏
を
聴
き
楽
し
い
祝
宴
と

な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
会
員
一
同
奉
仕
の
精
神
に
邁
進
す

る
こ
と
を
誓
い
閉
演
と
し
ま
し
た
。

白
河
小
峰
Ｌ
Ｃ
会
長　

Ｌ
溝
井
良
美

白
河
小
峰
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
₄₅
周
年
記
念
式
典
・
記
念
事
業

第
5
Ｒ　
第
2
Ｚ
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■
平
成
₃₀
年　
₁₁
月
₂₄
日
︵
土
︶
₁₃
時
₃₀
分
～
₁₇
時
₃₀
分

■
伊
達
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

▲ガバナー 祝辞

▲功労者表彰 チャーターメンバー

▲また会う日まで 合唱

▲功労者表彰 歴代会長

▲会長 式辞▲実行委員長 歓迎のあいさつ

▲記念事業 地域案内板除幕式▲祝賀会

結
成
40
周
年
記
念
式
典
を
11
月
24

日
（
土
）
伊
達
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
致
し
ま
し
た
。
関
係
機
関
の
来
賓

を
は
じ
め
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
谷
岡

憲
行
並
び
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
、

ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
な
ど
約

１
０
０
名
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
40
周

年
の
節
目
を
祝
福
い
た
だ
き
ま
し

た
。幹

事
Ｌ
橘
内
努
、
会
計
Ｌ
小
野
重

行
が
司
会
進
行
を
し
ま
し
た
。
会
長
Ｌ

菅
野
宇
一
の
開
会
ゴ
ン
グ
に
よ
り
始
ま

り
、
実
行
委
員
長
Ｌ
浅
尾
浩
一
が
こ
れ

ま
で
の
奉
仕
活
動
を
紹
介
し
、
こ
れ
か

ら
も
会
員
一
同
努
力
す
る
決
意
を
述
べ

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
致
し
ま
し
た
。
会

長
Ｌ
菅
野
宇
一
が｢

初
心
に
帰
り
、
奉

仕
の
精
神
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
真
に
豊
か
で
平
和
な
も
の
に
し
て

ゆ
く
た
め
に
精
進
す
る
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

来
賓
伊
達
市
長
須
田
博
行
様
、

市
議
会
議
長
髙
橋
一
由
様
、地
区
ガ

バ
ナ
ー
Ｌ
谷
岡
憲
行
、
ス
ポ
ン
サ
ー

ク
ラ
ブ
会
長
Ｌ
鈴
木
洋
二
よ
り
心
温

ま
る
祝
辞
を
頂
戴
し
、
続
い
て
、

記
念
事
業
の
発
表
と
贈
呈
を
行
い
、

チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
Ｌ
橘
勝
之
並

び
に
歴
代
会
長
へ
の
功
労
表
彰
を
行

い
盛
会
裡
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
岸
秀

年
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
名
誉
顧

問
Ｌ
渡
邉
豊
の
ウ
ィ
・
サ
ー
ブ
に
よ

り
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。
ラ
ッ
キ
ー

カ
ー
ド
の
抽
選
会
等
を
行
い
、「
ま

た
会
う
日
ま
で
」
を
合
唱
し
Ｚ
Ｃ
・

Ｌ
森
藤
一
夫
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー

ア
で
閉
宴
し
ま
し
た
。

ご
臨
席
い
た
だ
い
た
皆
様
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
、
懇
親
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

【
記
念
事
業
】

１
．
伊
達
市
伊
達
総
合
支
所
敷
地
内

に
伊
達
地
域
案
内
板
「
よ
う
こ

そ
伊
達
へ
！
」
の
設
置

　
　

式
典
終
了
後
に
除
幕
式
を
行
い

ま
し
た
。

１
．
伊
達
市
立
伊
達
中
学
校
へ
教
育

充
実
資
金
の
贈
呈

１
．
伊
達
市
立
伊
達
小
学
校
へ
教
育

充
実
資
金
の
贈
呈

１
．
伊
達
市
立
伊
達
東
小
学
校
へ
教

育
充
実
資
金
の
贈
呈

総
務
記
念
誌
・
式
典
委
員
会
記
録
担
当

Ｌ
髙
橋
好
雄

伊
達
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
₄₀
周
年
記
念
式
典

第
2
Ｒ　
第
2
Ｚ
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■
平
成
₃₀
年　
₁₁
月
₂₅
日
︵
日
︶

■
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
︵
福
島
市
︶

▲ガバナーより ▲記念事業▲式典会長挨拶

福
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
60
周

年
と
福
島
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
結
成
40

周
年
の
記
念
式
典
が
２
０
１
８
年
11
月

25
日
、
福
島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ

ル
テ
ィ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
１
９
５

９
年
11
月
２
８
日
、
仙
台
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
福
島
県

内
初
、
日
本
国
内
で
１
５
６
番
目
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
誕
生
し
た
県

内
最
古
の
歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ
。
１
９
６

１
年
か
ら
郡
山
、
い
わ
き
な
ど
各
地
に

10
ク
ラ
ブ
を
ス
ポ
ン
サ
ー
し
、
福
島
ラ

イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
も
そ
の
一
つ
で
す
。

さ
ら
に
、
兵
庫
県
の
赤
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
台
湾
・
台
北
市
の
長
安
国
際

獅
子
会
と
の
姉
妹
ク
ラ
ブ
締
結
を
行

い
、
交
流
し
て
い
ま
す
。
式
典
に
は
、

県
内
各
地
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
仙

台
Ｌ
Ｃ
、
赤
穂
Ｌ
Ｃ
、
長
安
国
際
獅
子

会
か
ら
２
８
０
人
の
仲
間
が
祝
福
に
駆

け
付
け
ま
し
た
。

Ｌ
過
足
廣
次
福
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
の
開
会
ゴ
ン
グ
で
幕
を
開
け
、

来
賓
や
参
加
ク
ラ
ブ
紹
介
な
ど
の
あ
と

Ｌ
熊
坂
英
二
60
周
年
記
念
大
会
実
行
委

員
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
福

島
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
Ｌ
Ｓ
熊
坂
先

子
会
長
も
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

木
幡
浩
福
島
市
長
、
Ｌ
安
澤
莊
一
国

際
理
事
（
白
河
小
峰
Ｌ
Ｃ
所
属
）、
Ｌ

谷
岡
憲
行
３
３
２
―
Ｄ
地
区
ガ
バ
ナ
ー

（
い
わ
き
東
Ｌ
Ｃ
所
属
）、ス
ポ
ン
サ
ー

ク
ラ
ブ
仙
台
Ｌ
Ｃ
の
Ｌ
橋
浦
愛
武
前
会

長
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
代
表
の
Ｌ
相
楽

正
史
郡
山
Ｌ
Ｃ
会
長
が
次
々
に
祝
辞
を

述
べ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ

ブ
に
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
記
念
式
典
に
併
せ
、
記
念
事

業
と
し
て
福
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
連
盟
、
福
島
県
県
北
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
に
対
し
優
勝
カ
ッ
プ
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
福
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
両
連
盟
が
そ
れ
ぞ
れ
主
催
す
る
子

供
た
ち
の
大
会
を
永
年
に
わ
た
っ
て
支

援
し
て
来
ま
し
た
が
、
優
勝
カ
ッ
プ
が

老
朽
化
し
た
こ
と
か
ら
新
調
し
、
寄
贈

し
た
も
の
で
、
Ｌ
過
足
会
長
か
ら
両
連

盟
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
る
と
会
場
内
に

大
き
な
拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。
ま
た
、

長
く
福
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
発
展

に
尽
力
し
て
来
た
Ｌ
後
藤
泰
蔵
と
Ｌ
斎

藤
八
郎
が
ク
ラ
ブ
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
で
名
誉
顧

問
会
議
長
Ｌ
菅
野
文
吉
の
元
気
あ
ふ
れ

る
発
声
に
合
わ
せ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ロ
ー
ア

で
締
め
く
く
り
、
会
の
更
な
る
発
展
を

誓
い
ま
し
た
。

﹁
記
念
講
演
会
﹂

福
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
60
周

年
の
記
念
事
業
と
し
て
祝
賀
会
に
代

え
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
新
た
な
社
会
奉
仕
の
在
り
方
を

提
案
し
た
い
、
と
の
思
い
か
ら
一
般
市

民
２
０
０
人
を
無
料
招
待
し
、
日
本
酒

の
お
土
産
も
用
意
し
ま
し
た
。
講
演
会

は
開
会
時
間
前
か
ら
市
民
が
列
を
作
る

ほ
ど
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

講
師
は
お
酒
の
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
名

高
い
田
崎
真
也
氏
。
酒
処
の
福
島
に
ふ

さ
わ
し
く
「
日
本
酒
の
新
た
な
楽
し
み

方
、
そ
し
て
人
生
を
楽
し
む
」
と
題

し
、
講
演
し
ま
し
た
。
田
崎
氏
は
「
日

本
人
は
、
昔
は
酒
の
量
を
い
か
に
飲
む

か
、
と
言
っ
た
考
え
方
が
強
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
日
本
酒
も
雰
囲
気
に
合
わ

せ
、
料
理
に
合
わ
せ
種
類
を
変
え
、
楽

し
む
こ
と
が
大
事
」
な
ど
新
た
な
日
本

酒
の
楽
し
み
方
を
提
案
し
ま
し
た
。
親

し
み
や
す
い
講
演
内
容
に
ラ
イ
オ
ン
ズ

会
員
と
来
場
し
た
市
民
ら
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
福
島
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
も
会
の
成
功
を

大
い
に
喜
び
合
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
・
Ｉ
Ｔ
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
副
委
員
長

Ｌ
橘　

政
道

福
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
₆₀
周
年

福
島
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
結
成
₄₀
周
年
記
念
式
典
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福
島
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
45
周

年
記
念
及
び
山
形
霞
城
Ｌ
Ｃ
姉
妹
提
携
30

周
年
式
典
は
約
１
４
０
名
が
出
席
し
行
わ

れ
ま
し
た
。

例
会
は
幹
事
Ｌ
小
嶋
裕
一
の
司
会
の
も

と
、
会
長
Ｌ
渡
辺
文
夫
の
開
会
宣
言
並
び

に
ゴ
ン
グ
で
開
会
。

Ｌ
守
山
勝
雄
記
念
例
会
委
員
長
が
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
、
Ｌ
渡
辺
が
「
世
界
最
大

の
奉
仕
団
体
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
世
界

に
無
く
て
は
な
ら
な
い
力
で
あ
る
事
、
ク

ラ
ブ
と
し
て
は
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

為
に
奉
仕
活
動
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
福
島
市
長
木
幡
浩

様
、
Ｌ
安
澤
莊
一
国
際
理
事
、
Ｌ
谷
岡
憲

行
ガ
バ
ナ
ー
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
Ｌ
齋

藤
和
則
福
島
中
央
Ｌ
Ｃ
会
長
、
姉
妹
ク
ラ

ブ
Ｌ
鈴
木
光
弘
山
形
霞
城
Ｌ
Ｃ
会
長
よ
り

祝
辞
を
承
り
ま
し
た
。

【
記
念
事
業
】

福
島
愛
育
園
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
イ
ン

長
野
支
援
、
福
島
民
家
園
へ
記
念
植
樹

（
桜
）、
盲
導
犬
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ
の
実
施
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
祝
宴
】

祝
賀
会
進
行
Ｌ
小
林
典
子
の
司
会
で
始

ま
り
、
Ｌ
岸
秀
年
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
ウ
ィ
・
サ
ー
ブ
で
開
宴
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
桐
音
会
に
よ
る
琴
演
奏
に
は

じ
ま
り
、
賑
や
か
な
悠
粋
連
の
阿
波
踊
り

で
は
出
席
者
も
踊
り
の
輪
に
参
加
さ
れ
、

笑
顔
と
と
も
に
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

最
後
に
、
Ｌ
渡
邊
豊
名
誉

顧
問
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー

ア
で
祝
賀
会
を
締
め
く
く
り

45
周
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し

た
。

会
報
・
Ｐ
Ｒ
・
Ｉ
Ｔ
委
員
長

Ｌ
花
井
徳
良

■
平
成
₃₀
年　
₁₁
月
₂₈
日
︵
水
︶
₁₆
時
～
₁₉
時

■
サ
ン
パ
レ
ス
福
島
︵
ク
ー
ラ
ク
ー
リ
ア
ン
テ
サ
ン
パ
レ
ス
︶

▲Ｌ渡辺会長挨拶 ▲チャーターメンバーＬ清野春男へ記念品贈呈

▲また会う日まで▲祝賀会を盛り上げる阿波踊り

▲記念アクティビティの
　盲導犬支援チャリティーゴルフ大会

福
島
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
₄₅
周
年
記
念
例
会

第
2
Ｒ　
第
1
Ｚ
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

3
3
2
―
Ｄ
地
区
第
１
Ｒ
第
１
Ｚ
の
第

２
回
ゾ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ガ
バ

ナ
ー
諮
問
委
員
会
は
2
0
1
8
年
12

月
10
日
、
福
島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

エ
ル
テ
ィ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
第
１
Ｚ

所
属
の
７
ク
ラ
ブ
の
会
長
は
じ
め
３
役

が
出
席
。
来
賓
と
し
て
L
C
I
F
国

際
委
員
・
M
D
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

で
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
名
誉
顧
問
会
議

長
の
Ｌ
菅
野
文
吉
や
名
誉
顧
問
・
元
複

合
地
区
協
議
会
議
長
の
Ｌ
熊
坂
英
二
、

G
L
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
Ｌ
斎

野
英
利
、
F
W
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
Ｌ
花
道
寛
子
、
参
与
の
Ｌ
今
泉
一
則

ら
が
顔
を
揃
え
ま
し
た
。

出
席
者
紹
介
に
続
き
Z
C
の
Ｌ
菅

野
俊
一
（
川
俣
L
C
所
属
）
が
進
行

役
を
務
め
、
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
か
ら
諮
問
書
と
回
答
書
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
三
カ
月
が
経
過
し
た
中
で
ク
ラ

ブ
会
長
の
方
針
に
沿
っ
て
会
の
運
営
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
る
か
、
会
員
増

強
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
少
年

育
成
や
平
和
ポ

ス
タ
ー
へ
の
取

り
組
み
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
一

部
ク
ラ
ブ
か
ら

は
会
員
間
の
年

齢
的
な
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
く

な
っ
て
い
る

点
が
指
摘
さ

れ
、「
若
い

人
に
任
せ

る
」「
退
会

者
が
出
な
い

よ
う
ク
ラ
ブ

の
建
て
直
し

が
必
要
」
な

ど
厳
し
い
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

菅
野
Z
C
は
、「
大
き
な
目
標
が
あ

れ
ば
一
丸
に
な
っ
て
進
ん
で
行
け
る
」

と
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
目
標
を
持
つ
大
事

さ
を
訴
え
ま
し
た
。
P
R
面
で
は
地

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
周
知
を
図
る
こ
と

も
約
束
し
ま
し
た
。菅
野
Z
C
は
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
会
議
の
報
告
も
行
い
ま
し

た
。引

き
続
き
同
会
場
で
開
か
れ
た

ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
の
受
講
者

と
の
合
同
懇
親
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

受
講
者
へ
の
修
了
書
授
与
の
あ
と
熊
坂

名
誉
顧
問
の
発
声
で
乾
杯
し
、
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。
各
来
賓
、
ク
ラ
ブ
３
役

ら
ベ
テ
ラ
ン
会
員
と
新
入
会
員
が
一
緒

に
な
っ
た
こ
と
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
原
点
を
見
直
す
意
見
交
換
が
続

き
、
お
互
い
に
理
解
を
深
め
合
う
懇
親

会
に
な
り
ま
し
た
。

P
R
・
I
T
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
副
委
員
長

Ｌ
橘　

政
道

第
１
Ｒ
・
第
１
Ｚ
の
「
ニ
ュ
ー
メ
ン

バ
ー
ス
ク
ー
ル
」
は
2
0
1
8
年
12

月
10
日
、
福
島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

エ
ル
テ
ィ
で
開
か
れ
、
新
入
会
員
が
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
歴
史
や
活
動
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

第
１
Ｒ
・
第
１
Ｚ
に
所
属
す
る
福

島
、
川
俣
、
福
島
信
夫
、
飯
野
、
桑
折
、

福
島
グ
リ
ー
ン
の
６
ク
ラ
ブ
か
ら
12
人

の
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し

た
。
全
員
で
3
3
2
―
Ｄ
地
区
が
作

成
し
た
ビ
デ
オ
映
像
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

基
礎
知
識
を
学
ん
だ
あ
と
、
Ｌ
菅
野
俊

一
Z
C
が
挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い
て

L
C
I
F
国
際
委
員
・
M
D
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
名
誉

顧
問
会
議
長
の
Ｌ
菅
野
文
吉
、
名
誉
顧

問
・
元
複
合
地
区
協
議
会
議
長
の
Ｌ
熊

坂
英
二
、
G
L
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
Ｌ
斎
野
英
利
、
F
W
T
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
Ｌ
花
道
寛
子
の
各
来
賓
が

紹
介
さ
れ
、
受
講
生
紹
介
に
続
い
て
講

義
に
入
り
ま
し
た
。

名
誉
顧
問
Ｌ
菅
野
文
吉
は
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
沿
革
や
国
際
・
国
内
の

組
織
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
や

重
点
的
な
取
り
組
み
な
ど
詳
細
に
説
明

し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
へ
の
理
解
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、斎
野
、花
道
両
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
も
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
を
伝
え
な
が
ら
活
動
へ
の
積
極
的
な

参
加
と
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

受
講
者
に
は
、
こ
の
後
の
懇
親
会
の

席
上
で
Ｌ
菅
野
俊
一
Z
C
か
ら
修
了

証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
各
受
講
者
は

改
め
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
の

意
義
を
知
り
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し

て
行
く
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

P
R
・
I
T
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
副
委
員
長

Ｌ
橘　

政
道

「
第
１
R
第
１
Ｚ

第
２
回
ゾ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
」

第
１
R
第
１
Ｚ

ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル

■
平
成
₃₀
年　
₁₂
月
₁₀
日
︵
月
︶

■
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ(

福
島
市)

■
平
成
₃₀
年　
₁₂
月
₁₀
日
︵
月
︶

■
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
︵
福
島
市
︶ ▲ニューメンバーを指導する

菅野・斎藤・花道各Ｌ

▲熱心に勉強する新入会員

▲修了証を受ける受講者ら

▲クラブの運営などについて報
告する出席者

▲各クラブの３役と意見交換する
菅野 ZC（左奥中央）
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第
４
Ｒ
第
２
Ｚ
第
２
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会

■
平
成
₃₀
年　
₁₁
月
₁₅
日
︵
木
︶

■
ほ
っ
と
ぴ
あ
新
鶴
︵
会
津
美
里
町
︶

第
４
Ｒ
・
第
２
Ｚ
の
第
２
回
ガ
バ

ナ
ー
諮
問
委
員
会
が
、
11
月
15
日
に

会
津
美
里
町
の
ほ
っ
と
ぴ
あ
新
鶴
で

ゾ
ー
ン
内
27
名
の
ラ
イ
オ
ン
を
集
め

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｚ
Ｃ
秘
書
Ｌ
斎

藤
雄
一
の
司
会
進
行
、
Ｙ
Ｃ
Ｅ
副
委

員
長
Ｌ
太
田
克
彦
の
開
会
の
こ
と
ば

で
開
会
さ
れ
、
地
区
役
員
、
各
ク
ラ

ブ
出
席
者
紹
介
に
続
き
、
Ｚ
Ｃ
Ｌ
鈴

木
繁
明
よ
り
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
宮
城
圀
泰
、
Ｌ
中
島
輝
哉
、
両

名
誉
顧
問
か
ら
の
来
賓
祝
辞
に
合
わ

せ
、
諮
問
委
員
会
の
開
催
に
先
立
ち

開
催
さ
れ
た
「
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ス

ク
ー
ル
」
の
講
師
と
し
て
福
島
か
ら

遠
路
出
席
さ
れ
た
、
Ｆ
Ｗ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
Ｌ
花
道
寛
子
よ
り
、

ヘ
ア
ー
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｐ
Ｒ
も
含

め
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
諮
問
書
の
検
討
、
第

１
回
諮
問
委
員
会
及
び
公
式
訪
問
の

会
計
決
算
の
報
告
な
ど
が
協
議
さ
れ

有
意
義
な
情
報
交
換
が
さ
れ
ま
し

た
。会

議
終
了
後
は
、
大
広
間
に
場
を

移
し
懇
親
会
が
行
わ
れ
会
津
美
里
の

町
長
で
も
あ
る
会
津
美
里
Ｌ
Ｃ
会
長

Ｌ
渡
部
英
敏
か
ら
町
政
の
進
展
Ｐ
Ｒ

を
含
め
た
歓
迎
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
委
員
長
Ｌ
星
昭

三
の
ウ
ィ
サ
ー
ブ
で
始
め
ら
れ
た
宴

席
は
、
終
始
に
ぎ
や
か
に
す
す
め
ら

れ
「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
を
全
員
で

合
唱
し
た
後
、
事
務
局
管
理
委
員
長

Ｌ
小
澤
義
喜
の
元
気
の
い
い
ロ
ー
ア

を
も
っ
て
終
了
致
し
ま
し
た
。

日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
委
員
長

Ｌ
星　

昭
三
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332-D 地区 アクティビティスローガン
小さな力を集めて大きな奉仕

第1 R　第1 Z
福島信夫ライオンズクラブ
■福島県立図書館に児童図書寄贈

■福島茂庭梨平公園のハナカイドウの手入れ

平成 30 年 10 月 31 日（水）　13 時 30 分～ 14 時
　10 月 31 日（水）13 時 30 分から、福島県立図書館こどもの
へやに於いて、三役、事業委員長が出席し、児童図書贈呈式
を行なった。
　今回は 62 冊、累計で 6164 冊となった。
　沢山の子供たちの情操教育に役立てるよう、今後も継続し
ていきたいと思う。
会長　Ｌ小泉健一

平成 30 年 11 月６日（火）　８時～９時
　11 月６日（火）８時から、13 名の参加で福島茂庭梨平公園
に植樹をしたハナカイドウの手入れ作業を行なった。
　木々の周りを草刈り機で作業し、肥料を与えた。
　参加人数が多かったので、効率よく作業を終えることがで
きた。
会長　Ｌ小泉健一

図書寄贈

茂庭清掃

茂庭清掃

■平和ポスターコンテスト表彰式
　12 月 12 日（水）福島第二小学校、12 月 17 日（月）野田
小学校で、平和ポスターコンテストの表彰式を行いました。
　金賞・銀賞・銅賞・福島信夫ライオンズ会長賞の４名に
賞状・記念品を贈呈しました。
　第二小学校 75 名、野田小学校 45 名より応募を頂き、全
員に参加賞を差し上げました。
　全作品を 2019 年１月 17 日から 29 日まで、福島駅前中
合階段ギャラリーに展示します。
会長　Ｌ小泉健一

野田小学校　受賞した生徒さんと、校長先生

第二小学校　受賞した生徒さんと、校長先生



LION	FUKUSHIMA ●16

Lions clubs-Activity report
各ライオンズクラブ活動報告

第1 R　第1 Z
桑折ライオンズクラブ
■うぶかっ鯉雪囲い

■桑折駅前イルミネーション飾り付け・点灯式

平成 30 年 12 月８日（土）　６時 30 分～７時 30 分
　町民研修センター「うぶかの郷」へ 25 周年記念事業と
して鯉を放流しました。その後、毎年寒さから鯉を守る為
に雪囲いをしています。大変な作業（竹取り・萱取り・組
立・設置）ですが、元気に鯉の泳ぐ姿を観ると疲れがとれ
やってよかったなあと思いました。
事業委員長　Ｌ大野隆男

平成 30 年 11 月 23 日（イルミネーション飾り付け）
平成 30 年 12 月２日（点灯式）
　毎年恒例であります、冬の風物詩「桑折駅前イルミ
ネーション」の時期がやってきました。
　追分まちづくり協議会が主催で桑折ライオンズクラ
ブがお手伝いをしていますが、この駅前イルミネー
ションは平成４年より 27 年間継続しています。
　点灯式は、太鼓の演奏・小学生によるハンドベル演
奏と賑やかに行われました。３万個の電球が町民そし
て電車の乗降者を和ませてくれます。
　期間 2018 年 12 月２日～ 2019 年１月 27 日
　点灯時間 16：30 ～ 24：00
　一度桑折駅前に来てみませんか！
　参加者　飾り付け 10 名　点灯式 13 名
事業委員長　Ｌ大野隆男

萱草刈り

雪囲い

イルミネーション点灯式

イルミネーション取付

イルミネーション取付

点灯式
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332-D 地区 アクティビティスローガン
小さな力を集めて大きな奉仕

第1 R　第1 Z
川俣ライオンズクラブ
■国際平和ポスター展

■歳末助け合い募金

平成 30 年 12 月 21 日（金）　15 時～
　川俣町中央公民館ロビーにおいて、川俣ライオンズクラブ国際
平和ポスター展を開催しました。
　今回の応募作品 184 点を冬休み期間中の平成 31 年１月 11 日ま
で展示し、地域の方々や公民館を訪れた方も鑑賞することが出来
大変喜ばれました。
事業委員長　Ｌ斎藤正博

平成 30 年 12 月 21 日（金）　14 時～
　11 月に開催したチャリティゴルフコンペの収益金の
一部を含む５万円を、歳末助けあい募金として川俣町社
会福祉協議会に寄託しました。
　毎年のクラブ恒例事業として実施しており、川俣町社
会福祉協議会では一人暮らしの高齢者世帯等への利用を
予定しているそうです。
事業委員長　Ｌ斎藤正博

第1 R　第1 Z
飯野ライオンズクラブ
■青少年健全育成事業「SNS」に関する講話
平成 30 年 11 月 17 日（土）　午前 10 時 35 分～ 11 時 25 分
　当クラブでは、青少年健全育成事業の一環として、例年７月に福島市
立飯野中学校３年生を対象に「薬物乱用防止教室」を実施しているほか、
今年度は飯野中学校の全校生及び保護者の皆様を対象に、いま事件や事
故に繋がり、社会問題となっている「SNS」についての講話を福島市議
会議員の根

ね

本
もと

雅
まさ

昭
あき

先生にお願い致しました。
　そして、第二部では、当クラブの幹事である福島市議会議員のＬ黒

くろ

澤
さわ

仁
じん

のナレーターで、「さだまさし」さんの「償い」について講話して頂
いた後、その一通の手紙を基に作詞・作曲した曲を聴いて頂きました。
会長　Ｌ齋藤　守

講師　根本雅昭氏

会長挨拶　Ｌ齋藤　守
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Lions clubs-Activity report
各ライオンズクラブ活動報告

第1 R　第1 Z
福島グリーンライオンズクラブ
■秋の献血活動

■平和ポスター表彰

平成 30 年 11 月 12 日（月）　13 時～ 16 時
　小春日和の中、JR 福島駅東口バスプール前にて、献血への協力
呼びかけ街頭キャンペーンを行いました。
　前回新調した「のぼり旗」５本を掲げて、賑やかにクラブ名入り
ポケットティッシュを配りながら、道行く皆さんに呼びかけました。
今回も大勢のご協力を頂き、献血 10,000ml を達成する事が出来ま
した。また、恒例の「生卵１パック」も、献血に協力して頂いた方
へ差し上げました。来春もメンバー皆で頑張りましょう !!
事業委員長　Ｌ郡司勝也

平成 30 年 12 月 12 日（水）　16 時 45 分～ 17 時
　平和ポスターへ協力して頂いた、清水中学校の皆さんへ
　当クラブより「会長賞」「事業委員長賞」、参加者全員に
参加賞（図書カード）、332D 地区参加賞（ボールペン）の
贈呈を行いました。各賞は次の通りです。
　「会長賞」伊藤さりなさん（２年）、「事業委員長賞」齋
藤しおりさん（１年）
　また、参加者全員の作品を平成 31 年１月頃「福島銀行
福島南支店」ロビーにて展示。
事業委員長　Ｌ郡司勝也

街頭での呼びかけ

新調した ｢のぼり旗｣

（後列左側から）Ｌ尾形幹事、椿先生、清水中の皆さん、
Ｌ郡司事業委員長、Ｌ菅野副委員長

第1 R　第2 Z
本宮ライオンズクラブ
■本宮市企業訪問献血協力

■本宮ライオンズクラブ会長賞授与

平成 30 年 12 月 20 日（木）　16 時～ 18 時 30 分
　体感気温がぐっと下がる夕方 16 時～ 18 時 30 分迄本宮市企業
訪問献血に協力。採血協力者 ( 不採血者も含む ) 全員に本宮特産
の「本宮烏骨鶏卵」１Ｐ進呈。

平成 30 年 12 月 21 日（金）　18 時～
　国際平和ポスター応募者の中から大玉村立玉井小学校６年栁
田 朔君に本宮ライオンズクラブ会長賞をクリスマス家族例会
席上にて会長Ｌ鈴木宇一より賞状・記念品を贈呈。

本宮烏骨鶏卵を食して、次回もお願いします。

会長Ｌ鈴木宇一・栁田ファミリーと一緒。
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第2 R　第1 Z
福島中央ライオンズクラブ
■座禅例会
平成 30 年 10 月４日（木）　６時～
　10 月４日早朝、吉岡棟憲Ｌが住職を務める福島市大森の曹洞宗
円通寺で座禅例会が開催され、26 名のＬ・LL が参加しました。
　今回は「体験」ということで、本来の時間より短く、また足の組
み方も無理のない形で出来るよう、吉岡住職と副住職から丁寧に教
えていただき、安心して座禅の世界観に触れることが出来ました。

「座禅は痛い！」というイメージもありますが、実際に警策（きょ
うさく）で「ピシッ」と肩を叩かれると痛さを超越し、深い愛に満
ちた施しを受けたように感じました。
　座禅終了後は、美味しい朝粥をいただきながら例会が行われまし
た。身も心も洗われるような貴重な体験をさせていただきました。
Ｌ浅沼弘行

座禅の様子

■福島懸護国神社境内周辺清掃
平成 30 年 11 月 10 日（土）　６時 30 分～
　11 月 10 日（土）午前６時 30 分より、福島懸護国神社境内に於
いて清掃活動を行いました。
　朝早くからの活動となりましたが、今回は 24 名の参加となり、
それぞれ竹ぼうき等を手に、清掃活動に勤しんでまいりました。
Ｌ渡邊　大 参加者による集合写真

■第 51 回「お母さんありがとう作文コンクール」表彰式
平成 30 年 11 月 15 日（木）　18 時～ 20 時
　福島中央ライオンズクラブと福島民友新聞社が主催する

「第 51 回お母さんありがとう作文コンクール」の表彰式が
11 月 15 日、第 1260 回例会の席上で行われました。
　表彰式では特選に輝いた６名の児童へ賞状と盾、記念品を
手渡し、続いて受賞した児童より受賞作品をを発表していた
だきました。参加した 28 名の会員らは、発表に耳を傾けて
微笑んだり、涙ぐんだりしながら、孫や我が子に思いをはせ、
感動を分かち合っていました。Ｌ加藤卓哉 齋藤会長から受賞者への表彰

■薬物乱用防止教室を開催
平成 30 年 11 月 17 日（土）　９時 20 分～
　11 月 17 日（土）、福島市立渡利小学校に於いて６年生 85 名
を対象に薬物乱用防止教室を開催いたしました。
　５名のライオンが講師を務め、講演と、薬物の依存症や体へ
の影響をなどを学ぶ DVD を上映、薬物の危険性や薬物に関わ
らないための心構えなどを講義しました。
Ｌ高橋譲二 薬物乱用防止教育の様子
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第2 R　第1 Z
福島あぶくまライオンズクラブ
■福島県立視覚支援学校、福島県立聴覚支援学校福島校
平成 30 年 11 月 15 日（木）　18 時～
　社会貢献活動の一環で毎年行っており、20 回目になり
ます。
　贈呈式は 11 月 15 日（木）第 473 回例会会場にて行われ、
川上会長が福島県立視覚支援学校の須田校長、福島県立聴
覚支援学校福島校の小川教頭に浄財を手渡しました。
　寄付金 10 万円は、子供たちの教育活動に充てられます。
Ｌ田原浩之

左から小川教頭、川上会長、須田校長

■街頭献血運動
平成 30 年 12 月５日（水）　13 時 30 分～ 17 時
　12 月５日（水）福島駅東口広場において、午後１時 30
分より街頭献血運動を実施しましたが、あいにく当日は
強風のため人通りが少なく思うように採血者が集まりま
せんでしたが参加した会員は冬場の献血の少なさをア
ピールし一生懸命呼びかけました。
会報・PR・IT 委員長　Ｌ花井徳良

献血運動

第2 R　第1 Z
福島西ライオンズクラブ
■薬物乱用防止教室
平成 30 年 11 月 22 日（木）　10 時 30 分～ 11 時 15 分
　11 月 22 日（木）10 時 30 分から福島市立庭坂小学校におい
て六年生２クラス 49 名に会員９名が参加し、薬物乱用防止
教室を開催しました。児童たちは熱心に聞いていました。後
日感想文が届きました。児童には記念として鉛筆とノートを
おくりました。
会報・PR・IT 委員長　Ｌ花井徳良
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第2 R　第1 Z
福島信陵ライオンズクラブ
■第 33 回社会福祉法人　青葉学園園児との交流会
平成 30 年 11 月３日（土）　10 時～ 15 時
　今年も、園児さん達との交流会を実施しました。今年は 33 回目にな
ります。11 月３日（文化の日）、天気も良く楽しい１日を過ごす事が出
来ました。Ｌ 23 名、園児 63 名（幼児５名　小学生 23 名　中学生８名　
高校生６名）職員 21 名の総勢 86 名が参加しました。顔見知りの園児
は、向こうから寄って来てくれます。午前中は、園児さんの手作りネー
ムをプレゼントされ、園内の体育館で椅子取りゲームやだるまさんがこ
ろんだを全員でやりました。会員も本気モードでゲームに参戦。皆の声
援、笑い声が響いておりました。昼食はアサヒビール園で焼肉食べ放題、
ソフトドリンク飲み放題。食べ盛りの園児たちは何度もお代わりをして
美味しそうに食べていました。それからグルー
プに分かれて、サイクル広場で多種多様な自
転車に乗り、幼児さんはバッテリーカーに乗っ
て楽しみました。トリムの森のアスレチック
で身体を動かして、大人も子供も楽しみまし
た。最後に園児代表のお礼の言葉を頂き、あっ
と言う間の一日でした。
Ｌ板垣　隆

各Ｌへ手作りネームをプレゼント

Ｌも園児と一緒に椅子取りゲームを
楽しみました。

皆でワイワイ楽しく焼肉をいただきました。

第2 R　第1 Z
福島松川ライオンズクラブ
■歳末助け合い募金を松川町社会福祉協議会へ寄付

■ボーイスカウト・ガールスカウトへ支援金贈呈

平成 30 年 12 月５日（水）　６時 30 分～
　歳末助け合い募金として、12 月５日（水）松川支所に於いて、
社会福祉協議会会長丹治豊三様へお渡ししました。
Ｌ齋藤弘昭

平成 30 年 12 月 22 日（土）　18 時～
　12 月 22 日にますや旅館で、家族親善 Xmas 会を開催しま
した。ゲストとしてボーイスカウトとガールスカウトの団委
員長をご招待して、支援金を贈呈しました。当日出席できな
かったガールスカウトへは、会長が伺ってお渡ししました。
Ｌ齋藤弘昭

左から酒田幹事・齋藤会長・丹治豊三様

ガールスカウト指導者の皆様と会長齋藤弘昭
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第2 R　第1 Z
福島あづまライオンズクラブ
■新浜公園の花植え

■小鳥の森へ餌進呈

平成 30 年 11 月 24 日（土）　９時～
　11 月 24 日（土）９時～、福島市の新浜
公園にて花植えを実施しました。春と秋の
年２回、継続事業として花の植え替えを
行っており、今年も大型フラワーポット
10 基へ、スミレやノースポール、葉牡丹
など 120 株を植えました。とても寒い日で
したが 14 名のＬが参加しました。

平成 30 年 11 月 24 日（土）　10 時～
　11 月 24 日（土）10 時～、新浜公園での花植え作業終了後、
福島市小鳥の森ネイチャーセンターへ移動し、野鳥の餌とし
てヒマワリの種８袋を寄贈しました。この事業も、「新浜公
園の花植え」と同様毎年実施している継続事業で、今回で
28 回目となります。

第2 R　第1 Z
福島東ライオンズクラブ
■国道４号線弁天山交差点のポケットパーク「キビタン」に
　ノースポール 120 鉢、パンジー 100 鉢、ビオラ 30 鉢を植栽
平成 30 年 12 月９日（日）　８時～ 10 時
　12 月９日（日）午前８時から、２時間掛けて、国道４号線渡利地
内の弁天山交差点ポケットパーク「キビタン」において、今まで咲
き誇っていたマリーゴールドやなでしこを片付けて、冬・春の花壇
の主役、ノースポール、パンジー、ビオラを植栽しました。今年は、
暖かいせいか、黄金に輝くマリーゴールドを引き抜くのは残念でし
たが、新年を季節の花で迎えたいので心を鬼にして、作業にとりか
かりました。
　作業は、「きびたん会」として国交省に国道維持ボランティア団
体の登録をしている福島東ライオンズクラブと、地元の渡利第一町
会の皆さん合わせて 21 名で実施しました。
PR 情報副委員長　Ｌ尾形省二

仕上がり

除草作業
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第3 R　第1 Z
郡山ライオンズクラブ
■第１回郡山ライオンズクラブ杯県少年ラグビースクール親善大会
平成 30 年 11 月 18 日（日）　９時 30 分～ 14 時 30 分
　主催の福島県少年ラグビースクール連絡協議会、共催
の郡山市ラグビーフットボール協会が小学生への競技の
普及と健全育成を目的に初めて催す趣旨に賛同し、優勝
杯を寄贈しました。郡山市・熱海サッカー場を会場に郡
山、福島、伊達、ザベリオ（会津若松）、いわき、勿来の
６スクール・スポーツ少年団の 160 人が集いました。子
どもたちは高学年、中学年、低学年の３部で日ごろの成
果を発揮し、元気いっぱいプレーしました。表彰式では
会長Ｌ相楽正史が各部の優勝チームに「Ｌ」の字が輝く
優勝杯を手渡しました。また、昼食時にはクラブ会員が
作った豚汁を味わいながら、交流を楽しみました。

熱戦を繰り広げ、交流を楽しんだ小学生

寄贈した優勝杯を手渡すＬ相楽（左）

第3 R　第1 Z
郡山・郡山あさか・郡山南ライオンズクラブ
■３クラブ合同献血協力会
平成 30 年 11 月８日（木）　10 時～ 16 時 30 分
　郡山、郡山あさか、郡山南の３ライオンズクラブ合同献血協
力会は 11 月８日、郡山市の郡山中央交通特設会場で開かれま
した。
　2013 年から毎年、気温が下がり献血者が減る時期に実施し
ており、６回目を数えました。移動採血車２台を配置し、400
ミリリットル献血への協力を呼び掛けました。協力者には温か
い豚汁を振る舞ったほか、菓子の詰め合わせなど記念品をプレ
ゼントしました。目標を超える 138 人の協力を得ました。
　３クラブは日赤県支部に献血活動の功績を認められ、2018
年度の献血団体・献血推進団体表彰で感謝状を受けています。

献血への協力を呼び掛けた会員

豚汁を作り振る舞う
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第3 R　第1 Z
田村ライオンズクラブ
■「年末年始における事件事故防止運動出動式」参加
平成 30 年 12 月４日（火）　10 時～
　田村ライオンズクラブでは、田村警察署より要請を
受け、「青色パトロール隊」を結成し、地域の安心 ･
安全のため、小中学校の生徒の下校時間を中心に田村
署管内を定期的にパトロールしている。
　この度、田村警察署より田村市総合体育館にて行わ
れる「年末年始における事件事故防止運動出動式」へ
の参加要請があり、当クラブより青色パトロール車４
台、会員７名が参加し、出動式の後、町内をパトロー
ルした。

■西日本豪雨災害支援金
平成 30 年 12 月 17 日（月）　８時 30 分～
　田村ライオンズクラブは、西日本豪雨災害で、
小学校の中身が全て流され、仮設校舎で勉強をし
ている岡山県倉敷市真備町の川辺小学校へ支援金
を持参した。
　西日本豪雨災害発生後すぐに、東日本大震災以
降、毎年都路小学校へ復興支援を継続的に行って
いる岡山操山ライオンズクラブ（会長Ｌ松浦琢磨）
に協力して頂き、「支援金 50 万円」と「タオル」「高
圧洗浄機」を届けて頂きました。
　今回「岡山操山ライオンズクラブ認証 50 周年
記念式典」に参加するため岡山を訪れた際、更な
る支援として田村ライオンズクラブ 45 周年記念
式典時の浄財を支援金として持参した。
　川辺小学校の本多卓郎校長先生からは「直接の
支援金はとても助かります。子供たちのために有
効に使わせて頂きます。」との謝辞を頂きました。
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講師と郡山中央 LC のメンバー

第3 R　第2 Z
郡山中央ライオンズクラブ
■食育講座
平成 30 年９月 14 日（金）　９時 20 分～ 11 時
　郡山市立明健小学校１年生 40 名を対象に青少年育成
事業の一環として食育講座を開催しました。
　（株）リードシステムより講師を迎え子供達に親しみや
すく、ぬいぐるみを着て子供達と対話方式で元気な声の
中、食育の意味を教えていました。
会長　Ｌ市川良一

青少年育成事業をわかりやすく説明する
会長Ｌ市川

第3 R　第1 Z
郡山西ライオンズクラブ
■つばさ会、子ども食堂への寄付金ならびに商品寄贈
平成 30 年 12 月６日（木）　15 時～ 15 時 30 分
　郡山西ライオンズクラブは、最近日本国内において、特に問題となっている子どもの貧困で注目
される子ども食堂に対する支援を模索していました。
　その中で、西クラブメンバー知人の紹介で、子ども食堂を運営している、つばさ会を知りました。
　最初に 11 月９日 10 時 30 分～ 11 時 30 分　つばさ会代表者以下３名と郡山西ライオンズクラブ
会長以下５名でつばさ会の活動状況のヒアリングを行い、その内容を西クラブ例会にて検討の結果、
今後継続支援事業として、実行しようと決議致しました。
　現在、つばさ会は毎週木曜日 郡山市小山田公民館にて 17 時～ 18 時 30 頃まで、ボランティアス
タッフ 15 名（のべ人員）にて、夕食約 40 食の提供を行っている。
　来客は 30 名～ 40 名で、うち子どもは 30 名
くらい、大人は約 10 名。
　料金は子ども無料 / 大人￥300 です。
　年２回程、夏祭り / 新年会等も実施中との事
です。
　今回初の試みですが、西クラブ会長以下２
名が参加し、つばさ会代表 遠藤洋子さんに
寄付金￥30,000 と商品約￥20,000 相当（計約
￥50,000）寄贈を実施しました。
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第3 R　第2 Z
小野町ライオンズクラブ
■小野町役場へ献血タマゴ等贈呈・
　小町ふれあいフェスタにおける献血活動
平成 30 年 10 月 25 日（木）　13 時 30 分～ 14 時
平成 30 年 10 月 27 日（土）　10 時～ 16 時
　小野町ライオンズクラブは 10 月 25 日（木）に小野町役場を訪
れて、B&G で実施する小町フェスタにおいて献血活動が実施さ
れますので、献血者への粗品としてタマゴを１パック差し上げる
ことで、当クラブ三役から卵 80 パックを贈呈しました。
　また、10 月 27 日（土）には、10 時から 16 時まで会員５名を中
心に小町フェスタへ来場した町内外の人に献血を呼び掛け、結果
として 400ml 献血で 61 名の今までにない実績を上げることがで
きました。
Ｌ西牧義和

左から吉田会計、大和田町長、
國分会長、西牧幹事

西牧幹事、吉田会計

■YCE生の小野町長表敬訪問

■歳末助け合い義援金を贈呈

平成 30 年 12 月 10 日（月）　10 時～ 10 時 30 分
　小野町ライオンズクラブは 12 月 10 日（月）に小野町役場
を訪れて、YCE 生として来日しているマレーシアからの来
日生のワイ・アーン君を伴って、ホームステイ宅のＬ吉田昭
とともに小野町長を表敬訪問しました。
　12 月７日（金）から 12 月 16 日（日）までの 10 日間、小野
町に滞在して町内の観光箇所を見学しながら、高校・会社訪
問、家庭での食事などを通して、生活様式や習慣を身に付け
たことと思います。
Ｌ西牧義和

平成 30 年 12 月 26 日（水）　14 時～ 14 時 30 分
　小野町ライオンズクラブは12月26日（水）に小野町役場を訪れて、
歳末助け合いの義援金として２万円を贈呈した。
　12 月 12 日（水）に子供８人を含めて 33 人が参加して家族クリス
マス会を実施したところ、ゲームなどの景品贈呈で各ライオンから
ドネーションがあがり、その収益金から義援金として贈呈した。
　國分伸三会長、西牧義和幹事、吉田康市会計が同町役場を訪れ大
和田町長へ義援金を手渡した。
Ｌ西牧義和

左から國分会長、大和田町長、
来日生ワイ・アーン、西牧幹事、Ｌ吉田昭

左から吉田会計、大和田町長、
國分会長、西牧幹事
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第4 R　第1 Z
猪苗代ライオンズクラブ
■谷地花壇の整地
平成 30 年 12 月５日（水）　６時～６時 50 分
　猪苗代ライオンズクラブ（LC）は５日、猪苗代町
の中心市街地にある谷地花壇の整地作業を行い、来年
の植栽に備えた。
　同 LC は毎年、同花壇で花の植栽活動を行う。今年
は奉仕活動で環境美化のサイクルをつくる「循環型奉
仕」として、花壇に猪苗代湖から回収した水草とヘド
ロで作った堆肥を使った。
　作業には、まだ暗い早朝から会員７人が参加。見ご
ろを終えたサルビアや雑草を花壇から引き抜いた。
Ｌ加藤邦高

第4 R　第2 Z
会津塩川ライオンズクラブ
■クリスマス家族会 2018
平成 30 年 12 月８日（土）　17 時 30 分～ 20 時
　毎年恒例、会員の家族を招いてのクリスマス家族会 2018
が 12 月８日（土）道の駅あいづ　湯川・会津坂下にて盛大に
開催されました。アトラクションではクリスマスソングをメ
インとしたジャズバンドの演奏。子供部門・大人部門に分か
れて、より良い景品を狙うダーツ対決。ラッキーカードの抽
選会。更にサンタクロースの登場など、盛りだくさんの内容
で楽しい時間を過ごすことができました。最後は「また会う
日まで」を全員で手を繋いで歌い、会員家族との交流をさら
に深めることができました。
会長　Ｌ村澤健一

■エコキャップ回収事業　贈呈
平成 30 年 12 月 13 日（木）　13 時 30 分～
　2010 年より継続して行っているエコキャップ回収事業。
　塩川町・湯川村内の学校や主要施設にご協力いただき、
今年２回目の贈呈。今回は 320.2㎏（約 160 人分のワクチ
ン相当量）を回収することができました。社会福祉協議会
様を介して「JCV ＝世界の子供のワクチンを日本委員会」
へ送られます。

【現在の回収贈呈量】4751.0㎏＝約 2375 人分ワクチン量
会長　Ｌ村澤健一 社会福祉協議会塩川支所へ贈呈
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第5 R　第1 Z
須賀川中央ライオンズクラブ
■薬物乱用防止教室
平成 30 年 11 月 30 日（金）　13 時 35 分～ 14 時 25 分
　平成 30 年 11 月 30 日、須賀川市立第二中学校において薬物乱用防止
教室を開催しました。
　薬物乱用防止教室認定講師５名を含む会員Ｌ６名が訪問し、２学年生
徒 209 名を対象に同校体育館において開催しました。
　ＤＶＤを鑑賞した後、スライドを見ながら講師が、薬物が体に与える
影響や、後遺症について、社会における現在の状況、どんなところに誘
いの魔の手が潜んでいるかなどの講話がありました。
　質疑応答のあと、生徒代表から感想と御礼の言葉があり、「薬物には
絶対に手を出してはいけない事などが、よくわかりました」などの言葉
があり、人数分の受講終了証を手渡し、閉会としました。
Ｌ坂本育夫

クラブ挨拶（Ｌ羽生弘一）

講話の様子（Ｌ坂本育夫）

■オークションバザー益金の寄贈
平成 30 年 12 月 14 日（金）　15 時～
　平成 30 年 12 月６日、須賀川中央ライオンズクラブ第 44 回クリス
マス家族例会が天祥かぶらにおいて開催されました。
　須賀川市長はじめ各来賓の方々を招き、各種催しを行いました。そ
の中のひとつ、鉢花などをかけたオークションバザーにおいて出席者
多数より寄せられた益金の一部を寄付金として、平成 30 年 12 月 14 日、
須賀川市社会福祉協議会へ三役が訪れこれを寄贈しました。
　なお、10 月 31 日に開催された第 11 回須賀川市社会福祉大会にお
いて長年の寄付事業に対しての感謝状が贈呈されました。今回はクラ
ブ員一同これを励みに今後とも本事業を続けていくよう気持ちを新た
にしての開催となりました。　Ｌ坂本育夫

写真右より須賀川市社会福祉協議会常務理事
佐藤健則様、クラブ会長代行Ｌ羽生弘一、
幹事Ｌ坂本育夫、会計Ｌ五十嵐美華

第6 R　第1 Z
いわき中央ライオンズクラブ
■第 33 回「中学生の主張」いわき東部支会大会を開催
平成 30 年 11 月 14 日（水）
　第 33 回中学生の主張いわき東部支会大会は 14 日、いわき市の豊間
中で開かれ、田中颯さん（四倉）の「チームのために」が最優秀賞に
輝いた。
　いわき中央ライオンズクラブの主催、市教委と福島民報社などの後援で、市内 12 校の代表が登
壇した。田中さんは生徒会役員に就いてリーダーの難しさを実感した体験を紹介し、「チームのた
めを思うことで全体を導くことができる。リーダーにとって必要なことは、チームと共にあり、チー
ム１人１人の心に寄り添うこと」と訴えた。
　優秀賞は、三村咲綾さん（平一）の「みんな違って　みんないい」、鈴木翔夢さん（豊間）の「な
くてはならない存在」が受賞した。
　福島民報社の鈴木俊哉いわき支社長を審査委員長に同 LC の小野恒人会長らが審査した。会場で
は豊間中の全校生徒を含め、先生や保護者など約 150 人が発表に聞き入った。
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第6 R　第1 Z
いわきライオンズクラブ
■Xmas パーティを開催

■福島整肢療護園に支援金を贈呈

平成 30 年 12 月 17 日（月）　18 時～
　いわきライオンズクラブでは恒例となっている
Xmas パーティを開催しました。当日は、会員・
家族会員・ゲストを合わせて 48 名が参加し、盛
大に開催することが出来ました。会長挨拶で始ま
り、乾杯の後、懇親を深めながら楽しいひと時を
過ごしました。
　アトラクションとして、東日本国際大学付属昌
平高校のフラダンスクラブのダンスショーがあ
り、また、「いわきサキソフォン・シンフォニー」
による素晴らしい演奏を披露していただきまし
た。
　併せて、今年も会員の皆様からドネーションを
募り、社会奉仕の一助にすることが出来ました。

平成 30 年 12 月 18 日（火）　10 時 30 分～
　今年もいわき市平上平窪にある医療型障害児入所施設

「福島整肢療護園」支援金を贈呈しました。同施設への
支援はいわきライオンズクラブ結成以来、毎年続けてお
り、今回で 57 回目となります。
　今年は、前日の Xmas パーティでのドネーション、
７万８千円は、神好会長を含めたクラブ３役、事務局員
の４名で同施設を訪問し、会長から松本裕一同園事務部
長に手渡しました。
　これに対し、１月 16 日の例会において、同園より当
クラブ神好会長に長年にわたる支援に対し、感謝状の贈
呈がありました。

Xmas パーティ

会長挨拶

サックス演奏風景

福島整肢療護園へ支援金贈呈

感謝状
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■年末パーティー

■いわき育英舎クリスマス会
平成 30 年 12 月 24 日（月）　13 時 30 分～ 15 時
　今年も、児童養護施設いわき育英舎のクリスマス会に参加しました。
　11 月に実施したチャリティーダンスパーティーの益金を利用して、
入所児童・生徒約 40 名にプレゼントのお菓子を配り、施設へは加湿器
を２台プレゼントしました（昨年、加湿器４台を希望されていたのです
が、予算の関係で、昨年は２台のみプレゼントし、今年の２台で当初の
希望に沿うことができました）。
　サンタにびっくりしたり喜んでいる幼児の顔に和んだり、礼儀正しい
年長の児童・生徒達に、参加者一同爽やかな気持ちにさせられました。
Ｌ村﨑能文

平成 30 年 12 月 25 日（火）　18 時～ 20 時 30 分
　親クラブ郡山東 LC、ブラザークラブ玉川 LC、17 名
ものオブザーバーを招き盛大に年末パーティーを開催し
ました。
　実行委員長Ｌ笠木雄一の開宴の言葉、会長Ｌ賀澤信
之の会長挨拶に続き、郡山東 LC 会長Ｌ三瓶利正、玉川
LC 会長Ｌ小原良雄から来賓の挨拶を頂戴しました。
　幹事Ｌ笹原広美による来賓紹介後、オープニングとし
て福島県立平商業高校フラダンス愛好会「平商マハロハ」
のメンバーにフラダンスを披露していただきました。
　なお、平商業高校フラダンス愛好会には、５月 12 日
の年次大会にも出演していただく予定です。
　フラダンスの終了まで約 45 分間アルコールを提供で
きず、会員ののどが相当乾いていたところで、名誉顧問
Ｌ久保田善九郎によるウィーサーブで会食歓談となりま
した。
　しばらくして恒例のオークションが実施されました。
Ｌ小林充の絶妙な司会で様々な出品物が競り落とされて
いきました。この収益金は当クラブの今後の奉仕活動に
充てられます。
　大いに盛り上がったパーティーでしたが、名誉顧問Ｌ
菅原敏の音頭によるライオンズローア、また会う日まで
を行い、会計Ｌ古市正志の閉宴の言葉でパーティーを締
めました。
Ｌ村﨑能文

施設へ加湿器を贈呈

会長挨拶（Ｌ賀澤信之）

平商業フラダンス愛好会のメンバーと記念撮影

当クラブ会員とオブザーバーで記念撮影

また会う日まで

お菓子をプレゼント

第6 R　第1 Z
いわき東ライオンズクラブ



http://lc332d.comライオン福島 検索 ⬅ LION	FUKUSHIMA ●31

332-D 地区 アクティビティスローガン
小さな力を集めて大きな奉仕

■チャリティーダンスパーティー
平成 30 年 11 月 27 日（火）　17 時～ 21 時
　今年もチャリティーダンスパーティーを開催しました。
　今年は、収益益金を児童養護施設へのプレゼントの資金
等にすることを目的としました。
　当日は、いわき市の地元のオールディーズのバンド「ア
ストロボンバーズ」のライブ演奏をバックに、老若（？）男
女がダンスで盛り上がりました。
　当クラブの会員も思い思いの衣裳（？）に身を包んでダン
スをする者、ライブ演奏を楽しむ者、ひたすら料理を楽し
む者、裏方に徹する者とそれぞれの時間を過ごしました。
　アストロボンバーズのメンバーからも出演料の一部を寄
付していただきました。
　当日来場いただいた方々には、当クラブ会員一同この場
をお借りしまして御礼申し上げます。
Ｌ村﨑能文

ダンスパーティーの様子

当クラブ会員で記念撮影

第6 R　第1 Z
いわき東ライオンズクラブ
■アイバンク登録推進活動・献血
平成 30 年 11 月３日（土）　９時～ 15 時
　いわき市湯本駅前で行われた「湯の街復興学園祭」の会場でアイ
バンク登録推進活動を行いました。
　ちびっこパークにてヨーヨー釣り、スーパーボールくじのブース
を出し、集まった子供達の父兄にアイバンクのパンフレットを配布
して活動への協力を求めました。
　会員の説明に積極的に耳を傾けて頂いた方も多く、用意していた
パンフレットを全て配布することができました。
　当日は県立湯本高校のボランティア学生にもヨーヨーづくり等を
手伝っていただきました。
　また、移動献血車で６名の会員が献血を行い、前後の期間に赤十
字血液センターで２名の会員が献血をしました。
Ｌ村﨑能文

当日参加した会員

ヨーヨーの準備

パンフレットの配布
（左から会長Ｌ賀澤信之、会計Ｌ古市正志）

アイバンク登録について説明
（右：幹事Ｌ笹原広美）
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第6 R　第2 Z
原町ライオンズクラブ
■原町 LC・東京都杉並区・高井戸 LC例会訪問
平成 30 年 11 月
　11 月例会は東京都杉並区・高井戸 LC ７名の参加で出席
24 名、Ｌ長岡会長は「原町 LC の歴史と現状」を話し、Ｌ村
田幹事報告は「２月３日の会議所青年部ふゆ祭り参加」を報
告、高井戸 LC 黒永会長は「今日は大熊町原発入口を視察、
道路２µ シーベルトで側溝は 20µ シーベルト、閉鎖の大熊町
と解体中の浪江町を見て東電の廃炉説明会に参加、まだま
だ復興していないと感じました。来年２月に「福島復興シ
ンポジウム」を開催、原町 LC より５名を招待しますので是
非御参加下さい」と挨拶。南相馬市林副市長の復興と目標
の話は「南相馬市人口は震災前 72,000 人が７月現在 60,898
人、震災で約 1,500 軒が流され 636 名が死亡、除染で放射能
減少し人口回復率は 76％、市内電力 100％の自給目標は現在
39.4％、山間部に 13 基の風力発電予定と海岸部に 1,500 メ
ガワットの太陽光を建設中で 100％の目標を達成。福島県ロ
ボットテストフィールドを建設中、ロボット・ドローン等で
交流人口は 4,000 人、産業活性化して進出企業でロボットの
町・南相馬を実現したい」と 20 分に亘る御話を頂き、但野
前会長の挨拶で「ウィ・サーブ」懇親会に入りました。懇親
会では高井戸 LC 各メンバーに御話を頂き、Ｌ門馬のスピー
チ「会計事務所から見た経済状況」は２分に省略、Ｌ星山の
スピーチ「除染状況」は時間がありませんでした。高井戸
LC より参加費含め 10 万円のドネーションをいただき、当日
の例会ドネーション収入は 147,000 円でした。

　会員 100 ＄の LCIF 献金国際大会決議事項は、８月に MJF
３名で 3,000 ＄、11 月会員一人 30 ＄× 25 名＝ 750 ＄を送
金し、総額 3,750 ＄で目標の 2,500 ＄は達成しました。次年
度も MJF と会員 30 ＄を行いたいと存じます。
会長　Ｌ長岡利幸

大熊原発入口視察

東電廃炉説明会

東京杉並・高井戸 LC　黒永会長

南相馬林副市長「復興と目標」
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第6 R　第2 Z
相馬ライオンズクラブ
■第 19 回相馬ライオンズクラブ杯ミニサッカー大会
平成 30 年 10 月 21 日（日）　８時 30 分～ 12 時
　第 19 回相馬ライオンズクラブ杯ミニサッカー
大会が相馬市の光陽サッカー場にて開催されまし
た。
　相馬市の佐藤生涯学習部長の祝辞の後、相馬
LC 会長のＬ横田正寛の挨拶があり、優勝杯返還、
選手宣誓、競技説明の後、競技が始まりました。
　この大会は毎年この時期に相馬市サッカー協会
主催で、相馬 LC が共催という形で市内の小学生
を対象に行われます。秋晴れの下、今年は昨年を
大きく上回る、46 チーム 272 名が参加し、熱戦
が繰り広げられました。
　今年も無事終了し、来年の 20 回記念大会に向
け、早くも会員全員で企画を出していきたいと考
えております。
Ｌ佐藤博之

横田正寛会長の祝辞

■中村城跡の年末清掃奉仕作業
平成 30 年 12 月 15 日（土）　９時～ 10 時 30 分
　相馬ライオンズクラブでは年末・年始の初詣を迎
え、相馬市民の憩いの場である中村城跡の清掃を実
施いたしました。中村城は築城 408 年を迎え、相馬
家６万石の居城として、１千年の伝統ある相馬野馬
追の出陣式が行れ、国の重要文化財に指定されてい
る「相馬中村神社」と明治時代に創建された「相馬
神社」が鎮守されております。初詣では多くの市民
が参拝に訪れます。会員７名が参加し広い城内を空
き缶、ペットボトル、ゴミなどを収集いたしまし
た。大変寒い中の作業でしたので、作業後はきれい
になった園内を見渡しながら暖かい飲み物で体を温
めながら一年を締めくくるとともに、来年の抱負を
語り合いました。
環境委員長　Ｌ佐藤　直

清掃後に記念撮影（中村城本丸跡・相馬神社）
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Lions clubs-Activity report
各ライオンズクラブ活動報告

■県道 103 号金山・新地停車場線の清掃作業
平成 30 年 12 月 23 日（日）　７時～８時
　天皇誕生日の凛とした早朝、県道 103 号の清掃作業を行いました。これは、新地町福田地区続
く県道を、新年に向けて綺麗にようと行ったものです。会員はまだ薄暗いうちから集合し道路沿
いに多数散乱していた空き缶やペットボトル等を拾い集めました。
　活動終了後には、お茶とパンで We Serve を行い、来年も汗を掻く活動をしようと誓い合いま
した。

全員写真清掃中の様子

第6 R　第2 Z
新地ライオンズクラブ
■チャリティーバザー益金の贈呈
平成 30 年 12 月 19 日（水）　13 時～ 13 時 30 分
　12 月 13 日の例会時に開催した、チャリティーバザーの益金 111,111 円を新地町に贈呈しました。
贈呈にはクラブ三役が出席しＬ青木君夫会長から、新地町長へ目録を贈呈しました。毎年行って
いる活動で、町内保育所へ役立ててもらっております。今回の益金は、福田保育所へのシューズ
ケースやミルちゃん人形等を購入しました。
Ｌ安田清克

12 月例会の様子 贈呈式の様子



http://lc332d.comライオン福島 検索 ⬅ LION	FUKUSHIMA ●35

新 会 員 紹 介

Ｌ菅野 俊之
第2Ｒ第 1Ｚ　
福島信陵LC

●職業：
　株式会社福島新聞販売センター
●スポンサー：Ｌ鎌田 邦男

「外向き、前向き、上向き」が信条です。みなさまと伴に
クラブ活動を重ねて参ります。

Ｌ倉島 卓史
第2Ｒ第 1Ｚ　
福島信陵LC

●職業：
　株式会社クラシマ
●スポンサー：Ｌ小林 志津子

クラブ活動への参加を通じ、モットーへの理解を深めて参
りたいと思います。

Ｌ金澤 典雄
第5Ｒ第 2Ｚ　
矢吹LC

●職業：
　会社員
●スポンサー：Ｌ浅川 誠吾

地域貢献の為、奉仕努力してまいります。

Ｌ村上 政洋
第3Ｒ第 2Ｚ　
小野町LC

●職業：
　田村飯豊郵便局 局長
●スポンサー：Ｌ𠮷田 昭

ライオンハートで社会に貢献します。

Ｌ阿部 めぐみ
第1Ｒ第 2Ｚ　
本宮LC

●職業：
　飲食店経営
●スポンサー：Ｌ鈴木 宇一

ライオンズの一員として、恥じぬ行動と地域発展の為努め
てまいります。

Ｌ渡邊 統宏
第1Ｒ第 2Ｚ　
本宮LC

●職業：
　㈱竹や石材店
●スポンサー：Ｌ遊佐 信市

趣味：仏画・仏像彫刻（木彫）・書道

Ｌ根本 幸夫
第1Ｒ第 2Ｚ　
本宮LC

●職業：
　㈱根本工業　代表取締役
●スポンサー：Ｌ高橋 直市

地域社会の人々との交流をはかり、地域の発展に少しでも
協力したいです。

Ｌ中島 寛
第1Ｒ第 2Ｚ　
本宮LC

●職業：
　土地家屋調査士
●スポンサー：Ｌ船生 政勝

ライオンズでの活動を通じ、少しでも社会に貢献出来るよ
う微力ながら努力してまいります。

※本人のご希望により写真の
　掲載は控えさせていただきます。

Ｌ高木 輝彦
第2Ｒ第 1Ｚ　
福島信陵LC

●職業：
　ビル管理業
●スポンサー：Ｌ板垣 隆

Ｌ加藤 隆
第1Ｒ第 2Ｚ　
本宮LC

●職業：
　各種自動車板金塗装・
　AIG損保代理店業務
●スポンサー：Ｌ佐藤 仁

本宮LC発展の為に少しでも力になれる様活動していけれ
ばと思っています。

先輩の皆様方のご活動を手本に、奉仕の精神をしっかり学
び、活動に取り組んで参ります。
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新年あけましておめでとうございます。
日頃は PR・IT 情報委員会にご協力賜り厚く御礼申し上げます。
昨年は６月の大阪北部地震をはじめ、西日本集中豪雨、台風 21・24 号、北海道地震と大きな自然災

害が多発しました。被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。
昨年スーパーボランティアで一躍有名になった尾畠春夫さん（79 歳）の言葉で前に前に前に進むん

です。人に優しく己を小さく。この言葉を胸に今後、奉仕活動に生かしたいと思います。
PR・IT ライオンズ情報副委員長　Ｌ三瓶　嘉宣

編
集
後
記

第65回地区年次大会



田原浩之土地家屋調査士事務所

土地家屋調査士
測　　量　　士 Ｌ 田 原 浩 之
福島あぶくま LC　幹事

〒960-8114　福島市松浪町２番34号
TEL 024-534-6668　　FAX 024-534-6747
E-mail：h-thr@d9.dion.ne.jp

土地・建物登記・測量

武田登記測量事務所
　　土地家屋調査士

　Ｌ 武 田 真 徳
（福島あぶくま LC）

事務所　福島市浜田町3-18
TEL（024）533-0480
FAX（024）533-0481

E-mail m.takeda@iris.ocn.ne.jp

総合保険代理店　NITサービス福島

　　代 表

Ｌ 今村　雅之
福島あぶくまライオンズクラブ会計

〒 960-8253 福島県福島市泉字乙天堂 13-3
TEL&FAX：024-555-6796　携帯：090-8925-4579
E-mail：imamura@nit-s.com
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創 業 91 年
豊かな生活は、内装工事から　カーテン・インテリアの専門店

“見積無料　お気軽にご相談下さい”

県知事許可（般－28）1011　内装仕上げ工事業

㍿   川上商店
代表取締役　Ｌ 川 上 幸 市

（福島あぶくま LC 会長）

本社　福島市五月町 6-9
電話（024）521-3051 ㈹　FAX（024）524-1725

㍿   小島建築設計事務所

Ｌ 小 嶋 裕 一
（福島西 LC）
（社）福島県建築士事務所協会々員
（社）日 本 建 築 家 協 会 々 員

〒960-8251福島市北沢又字稲荷中川原１
TEL（024）558-3322　FAX（024）557-4091

E-mail：o183@mtc.biglobe.ne.jp
URL：http://www.ojima-sekkei.com

代表取締役
構造設計一級建築士

福島県知事許可（般－28）第17410
畳工事一式、襖貼、障子貼、他内装仕上げ工事一式請負

有限
会社 渡 辺 畳 店

〒 960-8061　福島市五月町 11－ 35
TEL（024）522-5451　FAX（024）522-5452

代表取締役 Ｌ 渡 辺 文 夫
（福島西 LC 会長）

株式会社 池上羅紗店
代表取締役 Ｌ池 上 祐 志

（郡山あさか LC）

〒963︲8014 郡山市虎丸町20︲8 池上ビル2F
TEL 024-932︲4192　FAX 024︲932︲4195
携帯 090︲3125︲1212
《営業品目》
・服地：紳士服地
・縫製：紳士＆婦人イージーオーダー
・製品：制服・ユニフォーム・ネクタイ
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美・味・感・動
本 格 派 中 国 料 理

代表取締役 Ｌ橋本 正喜（郡山南 LC）

■安 積 店 / 〒 963-0107 郡山市安積４丁目 38　　　TEL024-946-3171・FAX024-946-3107
■西ノ内店 / 〒 963-8022 郡山市西ノ内１丁目 13-9　TEL024-939-4649・FAX024-939-4655
■ http://www.ryugujyo.jp/　　　E-mail：info@ryugujyo.jp

中国四千年の歴史
「食」は全ての基本であり成長を促し活力を補充し、
健康な体をつくる源であります。中国では「食」と
「医」は源を同じくし、同じ目的と効力を持つと考
えられています。それを「医食同源」といいます。
各種ご宴会やご法要などのご予約を承ります。
無料バス送迎有り。（10名以上）

ライオンズクラブ国際協会 332-D 地区　第３Ｒ　第１Ｚ

郡山あさかライオンズクラブ
会長Ｌ藤森龍夫　　幹事Ｌ栁沼　智　　会計Ｌ川上　亨

【事務局】〒963︲8862　郡山市菜根5︲9︲16
TEL：024-933-6271・FAX：024-933-4780

暮らしも、心も、明るくする。

恒南電気株式会社
Katsuyoshi	Sato

代表取締役 Ｌ佐 藤 一 喜
１級電気工事施工管理技士
PR・IT ライオンズ情報副委員長（郡山南 LC）

〒963-0107　福島県郡山市安積4-59
TEL：024-946-7711　FAX：024-946-7722
代表 E-mail　kko@kko.co.jp　URL：http://www.kko.co.jp
　直 E-mail　boss@kko.co.jp

〒 905-0406　プチリゾート　古宇利島
沖縄県国頭郡今帰仁村古宇利192

http://kourijima.jp

〒963-3523　　　古民家の宿　中里
福島県田村郡小野町小野山神畑田168

http:// n k s t .net

有限会社   矢吹会計センター

代表取締役
税　理　士 Ｌ矢 吹 吉 美

（郡山南 LC 幹事）

〠 963-0105
郡山市安積町長久保二丁目 3-14

電話（024）946-7123
FAX（024）946-4043

自 宅 電 話（024）947-3091

いいファイナンシャルプランナーいます。

株式会社   エフシーバンク
Financial Consultants Bank

代表取締役

Ｌ髙橋 正 二（郡山南 LC 会長）

仙台・郡山・東京

〒 963-0107　福島県郡山市安積 2-284
Tel.024（937）1088　　Fax.024（937）1066
e-mail アドレス／ takahashi@fcbank.co.jp

有限会社    丸進建設

代表取締役 Ｌ舞　木　　進
（郡山南 LC 会計）

〒 963-0101

福島県郡山市安積町日出山４丁目 13

　　　 024-943-1172

　　　 024-943-1439

　　　 090-3756-2255

TEL

FAX
携帯

〒963-0201 郡山市大槻町字西ノ宮 4 番地の 3 TEL 024-951-0662 ㈹ FAX 024-951-0677
E-mail : myoshida@nakanodenko.jp 

（郡山西 LC）代表取締役 L 吉田　政夫

中野電工株式会社
県知事特定建設業（特 -28）第 13704 号

第二種主任技術者
一級電気工事施工管理技士

●受 変 電 設 備

●電 気 設 備

●空 調 設 備

●防災通信設備

●保 守 管 理

安心と信頼

LION	FUKUSHIMA ●38



ライオンズクラブ国際協会 332-D 地区　第３Ｒ　第１Ｚ

郡山西ライオンズクラブ
会長Ｌ渡部政介　　幹事Ｌ工藤正美　　会計Ｌ古川広毅

【事務局】〒 963-8862　郡山市菜根 5-9-16　 TEL・FAX：024-933-7021

矢崎エナジーシステム㈱システム販売店
株式会社　司計器商会

代表取締役

Ｌ 渡　部　政　介
（郡山西 LC）

〒 963-0107　福島県郡山市安積 3-272
TEL 024-945-3883  FAX 024-945-3228

URL  http://www.tsukasa-keiki.co.jp

株式会社ＮＣＩ

代表取締役

Ｌ 佐 久 間 弘 一
SAKUMA　　　　　　　　　　KOICHI

（郡山東 LC 幹事）

本　　社　/ 〒949-6680 南魚沼市六日町 479-3 テルエルクボタビル 2F
TEL：025-781-5011　FAX：025-781-5012

0120-432-345　携帯番号：090-4478-9504
E-mail：sakuma@nci6.com
URL：http://www.nci6.com/

理事 兼 福島県支部長
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執行役員
営業統括部長
白河営業所長

Ｌ大 和 田 政 樹（郡山東 LC 会計）
OWADA　　　　　 MASAKI

第一種衛生管理者

株式会社ＰＭＣテクニカ
白河営業所 〒961-0908 福島県白河市大手町11-6OHYA ビルディング 1-B

TEL．0248-21-5451　 FAX．0248-21-5452
0800-800-4244　http://www.pmct.co.jp

携帯電話：080-5940-7682
e-mail：m.owada@pmct.co.jp

この名刺１枚に対し１円が、知的障害者のスポーツ活動を支える公益財団法人スペシャルオリンピック日本に寄付されます。

ライオンズクラブ国際協会 332-D 地区　第３Ｒ　第２Ｚ

郡山中央ライオンズクラブ
会長 Ｌ市川　良一

幹事 Ｌ高橋　智幸

会計 Ｌ橘　弦一郎
【事務局】〒 963-8026　福島県郡山市並木一丁目20-15

TEL：024-983-8040　FAX：024-973-6395

容器の総合商社

福島容器株式会社
取締役会長 Ｌ 伊 藤 弥 栄

（郡山開成 LC・名誉顧問）

ＹＯＫＩ

〒963-0108 郡山市笹川１丁目 141 番地
TEL 024-945-1945・FAX 024-945-6111

ビ ジ ネ ス 24
小野町ライオンズクラブ幹事 代表　Ｌ 西 牧 義 和

携帯：090-8250-3579

取締役
東北支社　支社長

Ｌ 三　瓶　利　正（郡山東 LC 会長）
TOSHIMASA SANPEI

携帯：090-4636-2635

株式会社 WE POWER sanpei@wep.jp

東北支社（三瓶利正総合技術研究所） 福島県郡山市卸前南５丁目 75番地

TEL 024-983-7822　　FAX 024-973-5065 〒 963-0209
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ライオンズクラブ国際協会　332-Ｄ地区　第3Ｒ　第2Ｚ

小野町ライオンズクラブ
⃝会長／ L 國分 伸三　⃝幹事／ L 西牧 義和　⃝会計／ L 吉田 康市

■事務局　〒 963-3401　福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後 104-2
TEL 0247-65-1405　FAX 0247-65-1405

ライオンズクラブ国際協会 332 －Ｄ地区第３Ｒ　第２Ｚ

郡山開成ライオンズクラブ
会長 Ｌ渡辺　誠／幹事 Ｌ佐藤達夫／会計 Ｌ五十嵐陽一

【事務局】〒 963-8862 郡山市菜根５丁目９-16
TEL（024）933-6270　FAX（024）925-3733

URL　http://www.kooriyamakaisei-lc.com

有限会社ニヘイ会計センター
二瓶克雄税理士事務所
代表取締役　税理士 Ｌ 二 瓶　克 雄

（郡山開成 LC・名誉顧問）

〒 963‒8862 郡山市菜根四丁目 21‒13
TEL 024‒935‒6561 ／ FAX 024‒935‒6581

ライオンズクラブ国際協会　332-Ｄ地区　第3Ｒ　第2Ｚ

磐梯熱海ライオンズクラブ
⃝会長／ L 佐久間 正次　⃝幹事／ L 勝俣 俊博　⃝会計／ L 佐久間 伸行

■事務局　〒 963-8052　福島県郡山市八山田 2-34
TEL 024-931-5252　FAX 024-939-8668

親身なお世話の代理店
お 陰 様 で 35 周 年

三 瓶 保 険 事 務 所
Ｌ 三 瓶 嘉 宣

〒963-1309　 郡 山 市 熱 海 町 熱 海 6-150-5
TEL　024-984-4375　FAX　024-984-2329

（㏚・ITライオンズ情報副委員長　磐梯熱海 LC）

福島県消防協会会長
郡山市消防団長
㈲柏屋肉店代表取締役

Ｌ 松 山 一 八

〒963-1309　 郡 山 市 熱 海 町 熱 海 1-102
TEL 024-984-2195　FAX 024-984-2987

（磐梯熱海 LC）

福島県知事登録旅行業第 3-130 号

株式会社福島ビーエス観光

代表取締役

Ｌ佐　藤　　攻
おさむ

（郡山北ライオンズクラブ幹事）

〒 963-8001　郡山市大町 2 丁目 5-14（五十嵐ビル 2F）

TEL（024）923-6098
FAX（024）939-0630

http://lc332d.comライオン福島 検索 ⬅ LION	FUKUSHIMA ●41



■
発　
行
／
2
0
1
９
年
2
月

■
発
行
所
／
3
3
2
―
D
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局

■
発
行
者
／
L
谷
岡
憲
行

■
編
集
人
／
L
小
野
謙
次

■
発
行
所
／
P
R・I
T
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
委
員
会

■
印　
刷
／
ユ
ニ
バ
ー
ス
株
式
会
社

■
事
務
局
／
〒
9
6
3
‒
0
1
0
2	

郡
山
市
安
積
町
笹
川
字
彼
岸
塚
2
2
‐
9

T
E
L
0
2
4
‒
9
3
7
‒
0
8
3
0

F
A
X
0
2
4
‒
9
3
7
‒
0
8
3
1

MIYAZAKI ACCOUNTING CENTER

税理士

会長Ｌ 宮崎　晃（郡山北ライオンズクラブ）

宮崎晃税理士事務所
〒963-0205 郡山市堤一丁目 102 番地
TEL 024-951-5755 ㈹　FAX 024-951-5371

調査・測量・設計
有限会社 新建設技術設計
〒 963-0201 福島県郡山市大槻町字中ノ平 82

TEL．（024）961-8060
FAX．（024）961-8108

代表取締役

Ｌ 折 笠 正 和
（郡山北ライオンズクラブ会計）

代表取締役　L 山田　浩
（郡山北 LC）

◎本社／〒101-0044　東京都千代田区鍛冶町 2 丁目 4 番 5 号　☎03-5207-3191
　○東 京 支 店／☎03-5207-3192 ○高 崎 支 店／☎027-350-7650
　○川 越 営 業 所／☎049-246-2233 ○郡 山 支 店／☎024-939-0710
　○水 戸 支 店／☎029-309-5450 ○福 島 営 業 所／☎024-557-8400
　○つくば営業所／☎029-839-2530 ○会 津 営 業 所／☎0242-36-5311
　○宇 都 宮 支 店／☎028-660-4077 ○いわき営業所／☎0246-28-7037
○物流センター／〒963-8043　福島県郡山市名郷田 1 丁目 3 番　☎024-991-6080

人と企業と社会をつなぐユニフォーム専門商社

株式会社ユニフォームネット

取締役相談役　L荒 川 友 成（郡山西 LC）
代表取締役社長　L 荒 川 広 志（郡山西 LC）

次期第２副地区ガバナー候補者




